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「奮上海」または「老上海」をタイトルまたは副題、シリーズ名などに含む書籍

1950年 1951 1961 1971 1981 1991 2001 

以前 60 70 80 90 2000 現在

奮上海 1 4 1 14 19 4 41 
園家同書館

老上海 I 11 18 30 

奮上海 3 2 8 13 2 28 
上海市園書館

老上海 2 17 26 15 

表①

は

じ

め

近
年
、
沿
海
部
を
中
心
に
中
国
の
飛
躍
的
な
経
済
殻
展
が
績
く
な
か
、
近
現
代
史
研
究
の
分
野
に
お
い

て
も
都
市
の
祉
舎
、
文
化
に
注
目
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
り
わ
け
、
か
つ
て
の
繁
柴
を

再
び
取
り
戻
し
た
感
の
あ
る
上
海
で
は
、
国
際
都
市
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
と
同
時
に
、

ロ

カ
jレ

な
都
市
の
歴
史
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
か
つ
て
否
定
的
に
見
ら
れ
て
き
た
一

九
四
九
年
以
前
の
上
海
の
歴
史
に
封
し
で
も
懐
古
的
な
興
味
が
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
端
的
に
示

す
の
は
、
こ
の
時
期
の
上
海
を
表
現
す
る
言
葉
の
饗
化
だ
ろ
う
。

表
①
は
、
「
奮
上
海
」
、
「
老
上
海
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
北
京
の
園
家
固
書
館
と
、
上
海
市
国
書
館
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の
戒
書
を
検
索
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
後
使
わ
れ
て
い
た

「
奮
上
海
」
と
い
う
一
言
葉
に
代
わ
り
、
九

0
年
代
後
竿
を
境
に
「
老
上
海
」
(
オ
ー
ル
ド
上
海
)
と
い
う
言

葉
が
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
か
つ
て
、
「
新
中
園
」
に
封
躍
す
る
否
定
的
な
表
現
と

2005年 6月7日の時黙での検索

し
て
「
奮
中
園
」
、
「
奮
祉
曾
」
な
ど
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
菱
自
」
は
明

(
1
)
 

ら
か
に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
含
意
を
持
つ
の
に
封
し
、
中
国
語
に
お
け
る
「
老
」
は
、
単
に
古
い
と
い
う
意
味

の
み
な
ら
ず
、
親
し
み
と
敬
意
が
込
め
ら
れ
た
表
現
と
し
て
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
う
し
た
呼
稽
の

続
完
化
に
も
、

四
九
年
以
前
の
上
海
に
針
す
る
認
識
の
愛
化
が
表
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
「
老
上
海
」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
は
、
中
園
の
惇
統
的
な
都
市
の
姿
で
は

な
い
。
こ
れ
ら
「
老
上
海
」
な
ど
の
書
名
を
冠
し
た
書
籍
の
表
紙
に
採
用
さ
れ
た
園
柄
な
ど
を
見
れ
ば
、

そ
の
大
部
分
が
租
界
の
西
洋
建
築
や
、
昔
時
の
流
行
の
チ
ャ
イ
ナ
・
ド
レ
ス
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
中
園
女
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性
の
園
像
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
上
海
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
一
般
的
に
流
布
し
て
い
る
覗
畳
表
象
が
か
モ
ダ
ン
μ

(

現
在
の
感

覚
で
は
レ
ト
ロ
な
の
だ
が
)
を
表
わ
す
記
競
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
う
し
た
頑
畳
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
関
し
て
は
、

一
九
二

0
年
代
後
半
以
降
急
速
に
普
及
し
た
映
書
玉
豆
未
や
寓
員
印
刷
な
ど
の
複
製
技
術
を

通
じ
て
、
大
量
の
映
像
作
品
や
印
刷
物
が
出
回
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
現
在
も
残
存
し
績
け
て
い
る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
後
者
に
闘
し
て
言
う
な
ら
、
昔
時
流
行
し
た
タ
バ
コ
な
ど
の
唐
告
と
し
て
使
わ
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
(
月
伶
牌
)
に
描
か
れ
た
美

人
書
一
ゃ
、

グ
ラ
フ
雑
誌
が
想
定
さ
れ
る
。
本
報
告
で
扱
う
『
良
友
』
書
一
報
(
一
九
二
六
l
四
五
、
以
下
「
良
友
』
)
も
ま
た
、

(
2
)
 

ガ
l
ル
の
書
一
像
を
提
供
す
る
資
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

そ
、
つ
し
た
モ
ダ
ン

一
九
二
六
年
に
上
海
で
創
刊
さ
れ
た
『
良
友
』
は
、
中
国
全
瞳
に
お
い
て
最
も
早
い
時
期
に
登
場
し
た
寓
員
を
中
心
と
す
る
グ
ラ
フ
雑
誌
で
、

(
3
)
 

昔
時
の
都
市
文
化
・
枇
合
同
生
活
を
研
究
す
る
重
要
な
史
料
と
し
て
近
年
利
用
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
ま
た

の
研
究
が
出
て
き
て
い
る
。

「
良
友
』
そ
れ
白
煙
に
つ
い
て
も
若
干
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こ
こ
で
、
『
良
友
』
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
表
象
を
主
題
と
し
た
研
究
は
近
年
数
多
い
が
、
そ
こ
で
自
明
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ

に
表
れ
た
グ
モ
ダ
ン
μ

を
表
す
記
競
の
数
々
が
グ
上
海
の
μ

文
化
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

の
資
金
調
達
網
や
市
場
の
考
察
を
通
じ
、
そ
れ
ら
が
香
港
を
介
し
た
慶
東
系
華
僑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

こ
れ
に
針
し
本
稿
で
は
、
「
良
友
』

密
接
に
結
び
つ
き
、
中
園
と
い
う
一
園
の
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に
超
え
た
範
固
で
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
く
。
そ
し
て
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
昔
時
の
上
海
の
都
市
消
費
丈
化
を
形
成
す
る
他
の
要
素
(
百
貨
庖
、
映
書
一
産
業
)
に
つ
い
て
も
類
似
の
賦
況
を
指
摘
で
き
る
。
そ
の
意
味

に
お
い
て
、
上
海
の
特
権
性
と
い
う
丈
服
で
の
み
が
強
調
さ
れ
が
ち
な
戟
間
期
の
都
市
大
衆
文
化
の
形
成
に
つ
い
て
、
異
な
る
嗣
陸
相
を
提
供
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。



第
一
節

『
良
友
」
創
刊
時
の
ス
タ
ッ
フ
と
麿
東
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

伍
聯
徳
と
良
友
印
刷
公
司
の
護
足

『
良
友
」
は
一
九
二
六
年
二
月
に
上
海
で
創
刊
さ
れ
た
寓
員
中
心
の
書
一
報
で
、

一
九
四
五
年
一

O
月
に
至
る
ま
で
、

一
七
二
期
刊
行
さ
れ
て

い
る
(
賓
質
的
に
は
一
九
四
一
年
一

O
月
の
一
七
一
期
ま
で
)

0

首
時
の
中
圃
で
は
比
較
的
先
端
的
な
印
刷
技
術
を
駆
使
し
、
毎
競
の
表
紙
に
女
性

(
5
)
 

映
書
一
ス
タ
ー
な
ど
の
寓
員
を
配
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
掲
載
内
容
は
、
内
外
の
各
界
著
名
人
の
紹
介
、
時
事
か
ら
映
童
、
ス
ポ
ー
ツ
、
フ
ア

ツ
シ
ヨ
ン
、
丈
撃
、
美
術
に
到
る
ま
で
多
彩
で
、
特
に
一
九
二

0
年
代
l
三
0
年
代
の
上
海
に
登
場
し
つ
つ
あ
っ
た
新
た
な
娯
楽
・
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
寓
し
た
寓
員
を
多
数
掲
載
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
方
面
の
研
究
で
は
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(
6
)
 

本
節
で
は
、
ま
ず
「
良
友
」
の
護
行
元
で
あ
る
良
友
印
刷
公
司
(
以
下
良
友
公
司
と
略
)
護
足
の
経
緯
と
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
に
つ
い
て
考
察
し
、

35 

そ
れ
が
唐
東
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
良
友
公
司
の
鷲
足
の
経
緯
や
経
菅
ス
タ
ッ
フ
の
構
成

を
語
る
上
で
、
創
始
者
で
あ
る
伍
聯
徳
(
一
九
0
0
1
一
九
七
二
)
の
経
歴
は
切
り
離
せ
な
い
。
伍
の
経
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

伍
は
麿
東
省
蓋
山
牒
の
出
身
で
、
父
は
若
い
頃
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
宿
を
聞
き
、
家
族
に
支
、
さ
り
を
し
て
い
た
。
彼
が
首

(
7
)
 

時
唐
州
に
あ
っ
た
嶺
南
大
事
諜
科
に
入
っ
た
の
は
、
父
の
知
人
で
嶺
南
の
最
初
の
中
国
系
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
鍾
栄
光
の
薦
め
に
よ
る
。
伍
自
身

の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼
が
印
刷
・
出
版
の
路
に
興
味
を
抱
い
た
の
は
、
母
校
嶺
南
皐
校
の
園
書
館
で
舶
来
の
カ
ラ
l
印
刷
物
と
出
合
っ
た
こ
と

(
8
)
 

が
き
っ
か
け
だ
と
い
う
。

伍
は
在
皐
中
、

や
は
り
ア
メ
リ
カ
在
住
の
父
を
持
つ
同
級
生
の
陳
畑
洪
(
後
山
)
と
と
も
に
、
『
新
給
皐
』
な
る
室
田
を
翻
語
し
、
上
海
商
務
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印
書
館
に
版
権
を
三

O
O
元
で
買
っ
て
い
る
が
(
出
版
は
一
九
一
一
一
年
九
こ
の
と
き
上
海
の
商
務
印
書
館
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

(
9
)
 

ア
メ
リ
カ
留
撃
を
望
ん
で
い
た
父
の
反
封
を
押
し
切
っ
て
、
上
海
で
出
版
業
に
携
わ
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
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恩
師
鍾
築
光
の
紹
介
肢
を
持
っ
て
上
海
の
商
務
印
書
館
の
張
元
済
の
下
を
訪
れ
た
伍
聯
棲
は
、
「
見
童
数
育
童
」

の
編
集
や
固
案
の
デ
ザ
イ

ン
の
仕
事
を
任
さ
れ
る
が
、
自
ら
の
提
案
し
た
計
童
が
な
か
な
か
通
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

や
が
て
猫
立
し
、
『
良
友
」

の
前
身
た
る

『
少
年
良

友
』
を
立
ち
上
げ
る
が
、

ほ
ど
な
く
し
て
失
敗
。
そ
の
後
、
後
遮
す
る
賢
東
・
香
港
系
有
力
者
の
援
助
を
得
て
再
起
し
、

一
九
二
五
年
七
月
に

良
友
公
司
を
立
ち
上
げ
た
。

こ
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
良
友
公
司
だ
が
、
護
足
首
初
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
、
経
理
の
余
漢
生
を
筆
頭
に
、
伍
が
慶
州
か
ら
助
手
と
し
て
呼

(
日
)

び
寄
せ
た
明
耀
五
ら
二
人
を
含
め
、
い
ず
れ
も
嶺
南
の
同
窓
生
で
あ
る
(
明
耀
五
は
雲
南
人
)
o

そ
れ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
で
は
、
『
良
友
』
創
刊

首
初
、
鴛
驚
胡
蝶
祇
風
の
連
載
小
説
を
捨
首
し
、
同
公
司
の
護
行
す
る
他
の
雑
誌
の
編
集
者
も
務
め
た
慮
夢
殊
、
劉
恨
吾
が
い
る
が
、
い
ず
れ

も
由
民
東
出
身
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
後
に
『
良
友
』
最
盛
期
を
代
表
す
る
編
集
者
と
な
る
梁
得
所
、
馬
園
亮
も
、
由
民
東
出
身
で
あ
っ
た
。
良
友

公
司
の
主
だ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
伍
の
嶺
南
の
同
窓
生
と
麿
東
出
身
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た
と
三
守
え
よ
う
。

資
金
調
達
と
麿
東
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

36 

良
友
公
司
立
ち
上
げ
の
際
の
資
金
調
達
に
お
い
て
も
、
一
民
東
の
地
縁
を
媒
介
と
し
た
つ
な
が
り
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
抵

速
の
通
り
、
商
務
印
書
館
か
ら
濁
立
し
た
後
、
伍
聯
徳
は
ま
ず
「
少
年
良
友
」
と
い
う
雑
誌
を
創
刊
し
た
が
、
こ
れ
は
ほ
ど
な
く
し
て
失
敗
す

る
。
故
郷
の
贋
束
に
金
策
に
戻
る
途
上
の
伍
聯
徳
に
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
た
の
は
、
故
上
海
先
施
公
司
線
経
理
欧
彬
の
未
亡
人
語
恵
然
(
以

下
欧
彬
夫
人
)
だ
っ
た
。
伍
聯
梧
は
上
海
の
属
束
籍
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
集
う
数
舎
で
欧
彬
夫
人
と
知
り
合
い
、
伍
が

『
良
友
』

の
前
身
の
~司

少

年
良
友
』

の
経
昔
に
失
敗
し
た
後
、
香
港
に
戻
る
船
の
中
で
再
舎
し
た
。
こ
の
時
、
夫
人
よ
り
、
夫
が
生
前
創
設
し
な
が
ら
も
経
菅
が
停
頓
し

て
い
た
印
刷
工
場
を
廉
債
で
譲
る
こ
と
を
持
ち
か
け
ら
れ
、
後
に
は
麿
東
銀
行
上
海
分
行
か
ら
融
資
を
受
け
る
際
の
保
謹
人
に
も
な
っ
て
も
ら

(
日
)

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
伍
聯
徳
が
欧
彬
夫
人
と
出
合
っ
た
と
い
う
庚
東
籍
の
集
ま
る
数
舎
だ
が
、
『
良
友
」
に
掲
載
さ
れ
た
元
商
務
印
書
館
英
文
部
の
廊



(ロ)

富
灼
の
回
想
に
、
そ
れ
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。
廊
に
よ
れ
ば
、
贋
東
出
身
の
彼
は
、
上
海
に
居
を
移
し
た
首
初
、
上
海
語
が
分
か
ら
ず
、

か
と
い
っ
て
外
国
の
数
舎
で
は
打
ち
解
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
一
民
東
人
の
稽
拝
堂
の
必
要
を
感
じ
、
そ
こ
で
欧
彬
夫
婦
な
ど
数
人
を
集
め
、

強
福
慶
束
中
華
基
督
教
舎
を
組
織
し
た
。
所
在
地
は
良
友
公
司
に
も
近
い
北
田
川
路
横
漬
橋
附
近
で
、
永
安
・
先
施
雨
公
司
で
職
員
を
こ
の
教

(
日
)

舎
に
通
わ
せ
て
い
た
と
い
う
。
伍
聯
徳
と
欧
彬
夫
人
の
出
合
い
と
い
う
偶
然
の
出
来
事
の
背
景
に
も
、
こ
う
し
た
麿
東
人
の
集
ま
る
擦
賄
が
介

在
し
て
い
た
の
だ
。

(
日
)

伍
が
贋
東
銀
行
上
海
分
行
か
ら
融
資
を
受
け
た
際
に
も
、
山
嶺
南
島
十
校
の
同
皐
李
偉
才
の
っ
て
が
関
係
し
て
い
る
。
李
偉
才
の
父
李
自
重
は
、

(
日
)

昔
時
麿
東
銀
行
総
経
理
で
あ
り
、
伍
の
頼
み
で
虞
東
銀
行
上
海
分
行
宛
の
紹
介
朕
を
書
い
て
い
る
。
李
偉
才
、
李
白
重
父
子
は
、
後
に
良
友
公

司
の
董
事
に
も
な
っ
て
お
り
(
後
出
表
②
)
、
後
々
ま
で
良
友
公
司
と
の
閲
係
を
持
ち
績
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
良
友
公
司
は
、

ス
タ
ッ
フ
以
外
の
黙
に
お
い
て
も
麿
東
系
の
同
郷
の
つ
な
が
り
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
む
ろ
ん
、
地

縁
的
関
係
が
必
ず
し
も
絶
封
的
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
上
海
近
郊
の
松
江
の
出
身
で
、
後
に
『
良
友
』

の
編
集
に
も
閥
わ
る
超
家
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壁
は
、
彼
が
良
友
公
司
と
闘
わ
り
を
持
ち
始
め
た
二
八
年
頃
に
つ
い
て
の
回
想
で
、
昔
時
の
良
友
公
司
の
ス
タ
ッ
フ
の
約
中
十
分
は
慶
束
人
で
、

(
日
)

一
方
で
、
残
り
の
宇
分
は
江
蘇
・
斯
江
一
帯
を
含
む
「
上
海
人
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

特
に
高
級
職
員
屠
に
唐
東
人
が
多
か
っ
た
が
、

彼
が
良
友
公
司
に
正
式
に
就
職
す
る
直
前
(
一
九
三
二
年
五
1

六
月
頃
)
、
新
興
の

『
時
代
書
一
報
』
か
ら
も
誘
い
を
受
け
た
が
、
そ
の
際
、
「
良

友
公
司
は
唐
束
人
が
始
め
た
舎
一
吐
で
、
中
に
い
る
の
は
唐
束
人
ば
か
り
だ
。
君
は
唐
束
人
の
た
め
に
頑
張
ら
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
、

(
口
)

と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
超
は
、
こ
れ
は
事
賓
で
は
な
い
と
し
て
彼
ら
の
申
し
出
を
断
っ
て
い
る
。

初
期
良
友
公
司
を
支
え
た
人
脈
は
、
由
民
東
系
が
大
中
十
を
占
め
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
詳
細
を
見
れ
ば
、
嶺
南
皐
校
で
の
同
随
一
子
や
、
麿
東
系

の
致
命
日
で
の
出
合
い
な
ど
、
伍
聯
徳
を
中
心
と
し
た
具
瞳
的
な
二
者
閲
係
の
累
積
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
唐
束
系
と
い

(

川

崎

)

う
括
り
は
あ
く
ま
で
も
相
針
的
な
も
の
で
は
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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と
は
い
え
、
初
期
の

『
良
友
』
に
は
麿
東
省
や
香
港
に
関
わ
る
記
事
が
比
較
的
多
い
な
ど
、
結
果
と
し
て
慶
東
系
の
影
響
の
大
き
さ
は
否
定
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で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
の
み
な
ら
ず
、
良
友
公
司
の
資
金
調
達
や
販
責
網
の
形
成
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
庚
束

系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
次
節
で
は
こ
う
し
た
酷
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
い
。

第
二
節

良
友
公
司
の
資
本
・
市
場
と
華
僑

初
期
良
友
公
司
の
株
主

き
、
そ
の
結
果
こ
の
地
方
で
の
責
れ
行
き
が
伸
び
た
た
め
、

一
九
二
六
年
二
月
、
『
良
友
』
が
創
刊
し
た
際
、
初
版
は
三
千
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
伍
聯
徳
自
ら
香
港
、
麿
東
方
面
に
貰
り
込
み
に
行

(
凶
)

四
千
部
の
増
し
刷
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
護
行
部
数
は
、
そ
の
後
も
順
調
に
撞
大

し
、
第
三
七
期
(
一
九
二
九
年
七
月
)
に
は
三
高
部
、
最
盛
期
の
第
四
五
期
(
一
九
三
O
年
三
月
)
に
は
四
高
二
千
部
と
な
っ
た
(
公
稀
)
。
こ
の

(
却
)

数
字
は
、
昔
時
の
中
固
に
お
け
る
雑
誌
販
責
数
で
最
大
だ
っ
た
と
、
創
業
者
の
伍
聯
徳
は
自
任
し
て
い
る
。

『
良
友
」
の
成
功
に
件
い
、
良
友
公
司
は
映
書
一
雑
誌
『
銀
星
」
な
ど
他
の
雑
誌
の
出
版
や
瞳
育
用
品
の
販
責
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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九

二
八
年
一
一
月
の
「
招
股
簡
章
」
(
株
式
の
買
い
手
募
集
要
項
)
に
よ
れ
ば
、
同
年
の
販
責
額
総
計
は
二
五
高
元
、
内
語
は
印
刷
が
三
三
%
、
出

(
む
)

版
が
五
二
%
、
瞳
育
用
品
一
五
%
で
、
こ
の
時
、
良
友
公
司
に
は
香
港
、
唐
州
、
梧
州
の
三
ケ
所
に
支
枇
(
分
公
司
)
を
持
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
首
初
の
『
良
友
』
の
販
貰
先
が
、
香
港
・
慶
州
に
擦
る
所
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
『
良
友
」
の
販
責

網
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
詳
し
く
考
察
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
良
友
公
司
の
資
金
調
達
の
面
に
お
い
て
も
こ
の
地
方
に
依
存
す
る
部
分
が
大
き

か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

良
友
公
司
は
一
九
二
八
年
八
月
以
降
、
資
本
金
固
幣
二

O
寓
元
の
株
式
舎
一
世
(
股
伶
有
限
公
司
)
と
し
て
と
し
て
登
記
し
て
い
る
が
、
そ
の

際
の
書
類
か
ら
、
経
営
陣
・
出
資
者
に
つ
い
て
一
定
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
研
究
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い

史
料
で
あ
り
、
回
想
録
な
ど
で
は
全
く
騎
れ
ら
れ
て
い
な
い
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
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各年の良友公司董事・監察

1928年 1931年 1936年6月

名 住所 所属 選奉結果 名 股数 住所 名 住所

ゴ三自重 香港 }貰東銀行 560 陳爵信 12 トーi毎 余;莫生 上i毎

李偉才 香港 香港良友 532 李自重 11 香港 陳伺洪 上海

洪我仙 上海 嶺南分校 512 李偉才 17 香港 羅贋隷 南京

伍聯f患 上海 良友 504 伍聯徳 14 上海 梁無志 慶州

陳爵信
米オレ Hup Hing 181 伍永高 33 ニューヨーク 筒')く丈 上海
ゴン州 Lung 

余i英生 上海 468 洪我古11 13 j山頭 欧偉園 香港

劉維賀 庚州 440 責保民 100 香港 i喬創惟 香港

黄保民 香港 良友 385 余漠沖 14 上海 陳耀賢 贋東新曾

陳(聡柄祭洪) 香港 554 陳情洪 監察 上海 責特五 慶州

i(共聡我祭仙) 慶州

表②

出典:Q90-1-616良友園書股紛有限公司 (1928.9-1929.7) 

『良友J22期、 1927年12月30日により補足。

28年に闘しては、股東による選拳の結果を記した。

一
九
二
八
年
首
時
の
良
友
公
司
の
董
事
の
姓
名
・
住
所
・

所
属
を
記
し
た
の
が
表
②
だ
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
八
人
の
董

事
の
う
ち
、
上
海
在
住
は
三
人
の
み
で
、
他
に
香
港
在
住
一

人
(
監
察
の
陳
柄
洪
も
香
港
)
、
慶
州
が
一
人
、
更
に
ア
メ
リ

カ
在
住
の
者
も
い
る
。
一
一
一
一
年
の
董
事
は
居
住
地
の
若
干
の

異
同
は
あ
る
も
の
の
、

一
人
を
除
い
て
同
じ
人
物
が
就
い
て

、

‘

〉

O

L
Y
B
 

こ
う
し
た
董
事
の
構
成
は
、
良
友
公
司
の
株
主
(
即
ち
資

本
の
来
源
)
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
表
③
、
④
は
、
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良
友
公
司
の
二
八
年
昔
時
の
株
主
(
股
東
)
に
つ
い
て
、
居

住
地
や
所
属
先
ご
と
に
整
理
し
た
も
の
だ
。
所
有
株
数
の
多

い
順
に
並
べ
れ
ば
(
一
股
日
園
時
一
O
O
固
)
、
香
港
二
六
六

股
(
四
四
・
六
%
)
、

ア
メ
リ
カ
一
四
三
股
(
二
四
・
O
%
)
と

圏
外
が
績
き
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
含
め
れ
ば
、
海
外
在
住
者

が
四
一
四
股
(
六
九
二
二
%
)
と
、
賓
に
資
本
の
七
割
近
く
が

圏
外
在
住
者
か
ら
調
達
さ
れ
て
い
る
。
圏
内
で
は
麿
東
(
ほ

と
ん
ど
慶
州
)
が

一
股
(
一
八
・
六
%
)
で
、
上
海
は
七

O
股
(

了
七
%
)
に
過
ぎ
な
い
。

特
筆
す
べ
き
は
、
良
友
の
経
管
陣
と
資
本
に
お
け
る
香
港
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の
突
出
し
た
位
置
と
、

そ
れ
に
比
し
て
上
海
在
住
者
の
占
め
る
割
合
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
二

O
股
以
上
を
有
す
る
上
位
株
主
に
つ
い
て

の
情
報
を
ま
と
め
た
表
⑤
を
見
て
も
、
在
米
華
僑
の
二
人
と
慶
州
の
一
人
以
外
は
香
港
在
住
で
、
上
海
在
住
者
は
一
人
も
入
っ
て
い
な
い
。

こ
こ
に
突
出
し
た
筆
頭
株
主
と
し
て
登
場
す
る
黄
保
民
と
い
う
人
物
だ
が
、
黄
は
董
事
の
一
人
で
、
香
港
良
友
公
司
支
庖
の
所
属
と
な
っ
て

い
る
(
恐
ら
く
は
経
緯
凸
(
動
。
更
に
、
二
八
年
の
登
記
書
類
で
説
明
さ
れ
た
良
友
公
司
設
立
の
経
緯
で
は
、
良
友
公
司
は
「
商
人
黄
保
民
等
が
資

本
金
固
幣
二
寓
元
を
集
め
、
上
海
北
四
川
路
に
良
友
園
書
印
刷
股
紛
有
限
公
司
を
開
設
し
、
並
び
に
香
港
、
慶
州
及
ぴ
其
の
他
の
大
都
市
に
分

(
包
)

公
司
を
設
け
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
良
友
』
誌
面
上
の
記
載
や
伍
聯
語
ら
主
要
ス
タ
ッ
フ
の
回
想
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
事
賓
と
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
黄
保
民
と
い
う
人
物
が
、
少
な
く
と
も
登
記
の
上
で
は

大
き
く
扱
わ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
は
言
え
る
。

賓
際
は
、
上
海
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
に
住
む
董
事
・
股
東
た
ち
が
、
良
友
公
司
の
具
瞳
的
な
経
管
方
針
、
あ
る
い
は
雑
誌
の
編
集
な
ど
に
直
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接
関
輿
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
彼
ら
の
闘
奥
を
窺
わ
せ
る
材
料
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
し
か
し
、
桔
案
史
料
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

『
良
友
』
ス
タ
ッ
フ
の
回
想
や
誌
面
の
み
を
用
い
た
従
来
の
研
究
で
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
位
相
が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
初
期

良
友
公
司
の
経
営
に
つ
い
て
、
香
港
や
海
外
と
の
闘
係
を
抜
き
に
し
て
語
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
重
要
な
側
面
を
見
落
と
す
こ
と
に
な
る
。

伍
聯
徳
の
海
外
遊
歴
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
掻
大

こ
れ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、
初
期
良
友
公
司
の
経
管
陣
・
株
主
に
お
い
て
、
香
港
在
住
者
の
占
め
る
比
重
が
大
き
か
っ
た
の
だ
が
、
香
港
は
、

一
九
世
紀
末
以
来
、
慶
一
束
か
ら
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
海
外
に
移
民
が
出
国
す
る
際
の
重
要
な
窓
口
と
な
っ
て

い
た
。
移
民
が
麿
が
る
経
路
は
、
翻
っ
て
海
外
華
僑
資
本
が
中
国
に
環
流
す
る
経
路
と
も
な
り
、
香
港
は
慶
州
な
ど
の
中
園
都
市
と
海
外
を
結

(
お
)

ぶ
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
な
援
貼
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。

表
③
の
良
友
公
司
の
股
東
を
見
る
と
、
出
資
額
で
香
港
に
次
ぎ
、
人
数
的
に
は
最
大
で
あ
る
の
は
在
米
華
僑
で
あ
っ
た
。
良
友
公
司
の
ネ
ツ
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表③ 1928年蛍時の良友の株主(居住地別)

場所 人(%) 目立(%) 平均(股/人)

卜j毎 7(11.9) 70(11.7) 10.0 

蘇州 1( 1. 7) 2( 0.3) 2.0 

慶東・慶州 15 (25.4) 111(18.6) 7.4 

香港 16(27.1) 266(44.6) 16.6 

シンガボール 1( 1. 7) 5( 0.8) 5.0 

アメリカ 19(32.2) 143(24.0) 7.5 

計 59(100.0) 597(100.0) 10.1 

出典:良友園書印刷股紛有限公司股東名簿 0928.8.15)

表④ 1928年首時の良友の株主(所属別)

所属 人(%) 股(%) 平均(股/人)

贋東銀行 4( 6.8) 66(11.5) 16.5 

先施公司 1 ( 1. 7) 10( 1. 7) 10.0 

Mandarin Restaurant 7(11. 9) 58( 9.7) 8.3 

良友 12(20.3) 182(30.5) 15.2 

[うち慶州] [3( 5.1)J [15(2.5)J 5.0 

[うち上海] [3( 5.1)J [30( 5.0)J 10.0 

[うち香港] [6(10.2)J [137(22.9)J 22.8 

嶺南大皐(含分校) 7(11. 9) 40(6.7) 5.7 

不明 28(47.5) 241 (40.4) 8.6 

計 59(100.0) 597(100.0) 10.1 

出典:良友国書印刷股伶有限公司股東名簿 0928.8.15)
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1928年時黙での良友公司の大口株主(股数20以上)

股東名 居住地 所属 股数

黄保民 香港 良友 100 

李源 香港 虞東銀行 50 

至誠堂(裳つ) 慶州 不明 40 

陳雨洪 香港 不明 40 

伍永品 米 Mandarin Restaurant 30 

闘言台諜 香港 良友 20 

黄樗五 米 Hop Hing Lung 20 

表⑤

ト
ワ

1
ク
が
、
香
港
を
経
由
し
つ
つ
海
外
華
僑
に
ま
で
康
が
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

以
下
で
は
、
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
接
大
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
具
瞳
的
に
み

て
い
き
た
い
。

良
友
公
司
と
海
外
華
僑
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
創
業
者
伍
聯
懐
に
よ
る
一
九
二
六
!
二

七
年
の
東
南
ア
ジ
ア
、
及
ぴ
北
米
遊
歴
の
成
果
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
大
き

出典:良友園書印刷股f分有限公司股東名簿 0928.8.15)

な
力
を
護
揮
し
た
の
が
、
嶺
南
大
同
学
預
科
の
同
撃
の
ツ
テ
だ
っ
た
。

伍
聯
徳
は

一
九
二
六
年
一
一
月
、
現
地
で
の
護
行
状
況
や
護
者
の
需
要
を
嗣
察
す
る
た
め
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ベ
ナ
ン
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ

l
ル
な
ど
英
領
東
南
ア
ジ
ア
の
華
僑
圏
を
訪
れ
て

い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
嶺
南
の
同
窓
生
で
劉
貝
錦
影
片
公
司
経
理
の
郭
超
丈
の
案
内
に

よ
り
、
南
洋
の
映
霊
界
を
覗
察
し
た
り
、
一
噛
建
系
華
僑
の
買
業
家
陳
嘉
庚
な
ど
、
地
元
の
名
士

(
お
)

と
合
っ
て
い
る
。
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一
旦
上
海
に
蹄
っ
た
後
、
伍
は
更
に
、
翌
一
九
二
七
年
四
月
よ
り
、
一
珊
戸
、

ホ
ノ
ル
ル
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
い
う
経
路
で
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
出
迎
え
て
く

や
は
り
嶺
南
同
窓
生
の
部
組
蔭
(
大
埠
商
合
同
線
幹
事
)
で
、
彼
の
案
内
で
チ
ャ
イ
ナ

(
幻
)

タ
ウ
ン
を
覗
察
し
て
い
る
。

れ
た
の
も
、

の
カ
ナ
ダ
で
の
販
買
代
理
責
任
者
の
襲
貞
信
を
訪
ね
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
「
旋
美
巨
商
」
伍
、
水
高
と
も
曾
っ
て
い
る
。
後
者
は
表
②
、
⑤
に
も
名

更
に
、
パ
ン
ク

1
パ
ー
で
は
『
良
友
』

前
が
見
え
、
良
友
公
司
の
有
力
株
主
で
、
董
事
(
一
九
一
三
年
)
に
も
な
っ
て
い
る
。
彼
が
経

告
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
マ
ン
ダ
リ
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
関
係
者
か
ら
は
、
計
七
人
が
良
友
公



(

刊

日

)

司
に
投
資
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
滞
在
十
数
年
で
、
製
版
技
術
を
研
究
し
て
い
る
伍

(
初
)

錦
源
と
い
う
人
物
と
出
合
い
、
翌
年
に
開
園
し
て
良
友
の
た
め
に
製
版
部
を
作
る
と
い
う
同
意
を
取
り
附
け
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
訪
米
は
最
新
の
印
刷
技
術
の
↓
頑
察
と
い
う
側
面
も
有
し
て
お
り
、

こ
の
訪
米
の
途
中
、
伍
は
、
か
つ
て
『
新
給
皐
』
を
と
も
に
翻
詳
し
た
嶺
南
の
同
窓
生
で
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
で
新
聞
墜
を
皐
ん
で
い
た
陳

柄
洪
と
も
合
っ
て
い
る
。
彼
の
父
陳
爵
信
は
、
こ
の
後
良
友
公
司
の
大
口
の
出
資
者
と
な
り
、
問
洪
が
父
の
投
資
金
を
携
え
て
上
海
を
訪
れ
、

(
む
)

一
九
二
七
年
秋
以
降
「
良
友
』
の
仕
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
畑
洪
は
父
の
代
理
と
し
て
副
経
理
の
役
職
も
務
め
、
彼
ら
の
名
は
表
②
、

⑤
に
見
え
、
雨
洪
は
良
友
公
司
の
第
三
の
大
口
出
資
者
に
し
て
、
董
事
舎
の
監
察
に
も
な
っ
て
い
る
。

雨
洪
は
、
大
株
主
と
い
う
の
み
に
拘
わ
ら
ず
、
編
集
に
も
閲
わ
り
、
彼
の
参
加
以
降
、
『
良
友
」

の
寓
畳
一
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
漢
字
の

謹
め
な
い
海
外
の
華
僑
に
配
慮
し
た
英
丈
の
説
明
が
附
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
在
米
華
僑
の
出
資
者
の
獲
得
は
、
誌
面
構
成
に
お
い
て
も
華
僑

本
節
で
は
、
棺
案
史
料
に
基
づ
い
て
、
初
期
良
友
公
司
の
董
事
・
股
東
の
賦
況
を
整
理
し
、
香
港
、
在
米
華
僑
が
そ
こ
に
お
い
て
大
き
な
位
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市
場
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
伍
聯
徳
の
訪
米
が
、
良
友
公
司
と
在
米
華
僑
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
も
た
ら
す
過
程

に
つ
い
て
整
理
し
た
。
こ
う
し
た
資
金
調
達
の
、
不
ツ
ト
ワ

1
ク
の
債
が
り
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
初
設
の
段
階
に
お
い
て
、
伍
聯
徳
が
自
ら
束

南
ア
ジ
ア
や
北
米
を
訪
問
す
る
な
ど
の
個
人
的
努
力
に
大
き
く
依
撮
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
過
程
で
、
嶺
南
の
同
窓
生
と
い
う
ツ
テ
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
前
節
で
も
見
た
よ
う
に
、
伍
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
主
と
し
て
母
校
嶺
南
大
撃
(
橡
科
)
と
麿
東

系
と
い
う
軸
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。
嶺
南
大
随
一
干
は
多
く
の
海
外
華
僑
の
子
弟
が
向
晶
子
び
、
卒
業
生
か
ら
も
少
な
か
ら
ぬ
海
外
移
住
者
が
出

て
い
る
。
ま
た
、
伍
の
故
郷
裏
山
は
香
港
に
近
く
、
海
外
華
僑
を
多
く
輩
出
し
た
土
地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
基
づ
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
上

海
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
香
港
、
あ
る
い
は
そ
こ
を
介
し
て
海
外
華
僑
に
ま
で
属
が
っ
て
い
く
可
能
性
を
そ
も
そ
も
有
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
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な
お
、
株
主
の
居
住
地
域
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
『
良
友
」

の
販
買
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
く
と
、
こ
う
し
た
個
人
的
努
力
を
は
る
か
に
超
え

(
沼
)

一
九
二
八
年
冬
、
良
友
公
司
は
増
資
の
た
め
、
出
資
者
を
募
る
贋
告
を
「
良
友
』
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ

(
お
)

四
川
、
圏
外
は
南
ア
フ
リ
カ
に
ま
で
及
ん
で
い
た
と
い
う
。
次
節
で
は
、
こ
う
し
た
株
主
の
賓
が
り
に

て
掻
大
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

に
封
す
る
磨
募
者
は
、
圏
内
は
雲
南
、

封
躍
す
る
、
『
良
友
』

の
販
貰
市
場
の
慶
が
り
と
、
そ
の
問
問
先
遣
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

信
用
二
一
位
聞

海
外
販
路
の
展
開
と
園
内
市
場
へ
の
シ
フ
ト

初
期
『
良
友
』
と
海
外
市
場

主
の
分
布
は
、
『
良
友
」

前
節
で
は
、
良
友
公
司
と
海
外
の
華
僑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
株
を
通
じ
た
資
金
調
達
と
の
関
係
か
ら
見
て
き
た
が
、
株

の
販
貰
市
場
が
海
外
華
僑
の
世
界
に
麿
が
っ
て
い
た
こ
と
に
封
躍
し
て
い
た
。
本
節
で
は
、
良
友
の
販
買
代
理
屈
、
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支
庖
の
分
布
か
ら
、
市
場
面
に
お
け
る
華
僑
圏
と
の
つ
な
が
り
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

初
期
『
良
友
」

の
奥
附
に
は
、
「
代
告
白
地
」
、
「
分
錯
慮
」
な
ど
と
匝
分
さ
れ
る
庖
の
所
在
地
と
名
稀
の
一
貫
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
(
後
遮
の

「
特
約
代
理
屈
」
と
は
明
確
に
匝
別
さ
れ
、
「
良
友
」
の
販
責
を
取
扱
っ
て
い
る
庖
と
い
う
程
度
の
意
味
だ
と
思
わ
れ
、
以
下
で
は
「
販
買
取
扱
庖
」
と
し
て
総

の
販
責
網
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
⑥
は
、

(

川

社

)

運
び
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
情
報
を
整
理
し
た
も
の
だ
。

『
良
友
」

一
覧
の
饗
化
が
大
き
か
っ
た
六
つ
の
競
を

稽
す
る
)
o

こ
の
一
覧
に
よ
っ
て

海
外
の
販
買
取
扱
屈
と
し
て
、
早
く
も
第
二
期
ご
九
二
六
年
三
月
)
に
香
港
の
名
が
見
え
、
第
九
期
(
一
九
二
六
年
一

O
月
)
か
ら
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
名
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
伍
聯
徳
の
東
南
ア
ジ
ア
訪
問
以
後
、
英
領
を
中
心
に
東
南
ア
ジ
ア
の
販
買
取
扱
庖
数
が
増
え
、
第
二

O

期
(
一
九
二
七
年
一

O
月
)
以
降
、
販
責
取
扱
庖
の
分
布
他
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
や
南
北
ア
メ
リ
カ
に
掻
大
し
、
圏
内
を
摩
一
倒
す
る
勢
い
で
増
加

し
て
い
る
(
但
し
、
長
江
下
流
域
の
数
が
減
る
の
は
、
こ
れ
以
降
上
海
市
内
の
販
責
代
理
応
が
記
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
)
。
第
三
六
期
(
一
九
二
九
年
三
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表⑥『良友』の販責取扱!占の地域分布

期年月 線言十 凶内計
北方 長江長江巾束而

凶外計
東而アジア閑領東イ東南アジア北米(告、 7 南米

|、流上流地域 (英領)地域 ント その他 fリピン)

411926.5 5 2 1 1 3 3 

特 1926.11 6 4 I l 2 2 2 

1611927. 6 28 19 1 15 l 2 9 7 2 

2011927.10 52 18 2 9 2 5 34 14 6 4 8 2 

2411928.2 63 23 3 7 5 8 40 17 4 6 11 2 

3111928.10 73 29 3 10 4 12 44 18 7 戸/ 7 5 

月
)
以
降
、
販
貰
取
扱
庖
の
記
載
が
な
く
な
る
の
で
、
以
後
の
展
開
は
不
明
だ
が
、
初
期
の

『
良
友
」
が
、
海
外
市
場
に
販
責
を
大
き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
よ
う
。

一
九
二
七
年
五
月
以
降
、
良
友
で
は
上
記
の
販
貰
取
扱
屈
と
は
別
に
、
香
港
、
慶
州
に
支
庖

(
お
)

を
設
け
て
い
る
。
更
に
、
各
地
に
、
『
良
友
』
に
止
ま
ら
な
い
、
他
の
出
版
物
や
ス
ポ
ー
ツ
用

品
な
ど
、
良
友
公
司
の
製
品
全
般
の
販
責
業
務
を
取
り
仕
切
る
「
特
約
代
理
屈
」
を
設
け
て
い

る
(
呼
稀
は
時
期
に
よ
り
若
干
印
刷
究
化
す
る
が
、
八
刀
庖
と
同
格
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
)
。
表
⑦
は
、
そ
の

所
在
地
の
問
問
先
遣
を
整
理
し
た
も
の
だ
。

第
二
二
期
(
一
九
二
八
年
一

O
月
)
以
降
、
「
良
友
」
特
約
代
理
屈
は
香
港
、
慶
州
の
分
屈
に

加
え
、
海
外
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
シ
カ
ゴ
を
含
ん
だ
五
つ
に
な
る
。
第
四
三
期
(
一
九
一
二
O
年

(
お
)

今
月
)
に
は
こ
れ
に
日
本
(
神
戸
)
、
カ
ナ
ダ
、
キ
ュ
ー
バ
が
加
わ
り
、
第
四
四
期
(
同
年
二
月
)
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に
は
更
に
蓋
湾
を
加
え
た
八
庖
に
な
る
。
コ
二
年
以
降
と
比
較
す
れ
ば
明
瞭
だ
が
、
初
期
の

(
訂
)

「
良
友
」
販
貰
市
場
に
お
い
て
匪
倒
的
に
海
外
に
重
酷
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

『
良
友
』
に
は
し
ば
し
ば
白
誌
の
贋
告
募
集
の
案
内
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
債
告
掲
載
に
つ

出典良友』各競の奥付

い
て
の

『
良
友
』

の
セ
ー
ル
ス
・
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
る
の
は
、
組
組
寛
的
に
美
し
い
書
一
報
と
い
う

特
性
か
ら
、
長
く
保
存
さ
れ
る
の
で
贋
告
の
妓
呆
が
持
績
的
長
期
に
渡
る
と
い
う
貼
が
一
つ
と
、

そ
れ
と
並
ん
で
、
『
良
友
』
が
海
外
華
僑
圏
で
麿
く
謹
ま
れ
て
い
る
た
め
、
麿
告
の
致
果
が
行

(
お
)

き
渡
る
範
園
が
虞
い
と
い
う
酷
で
あ
る
。
初
期
の

「
良
友
』
に
は
華
僑
閲
係
の
記
事
が
多
く
、

世
界
各
地
の
華
僑
総
合
の
集
合
記
念
寓
異
な
ど
が
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
駐

も
、
『
良
友
』
が
市
場
、
資
本
と
も
に
海
外
、
特
に
英
語
圏
の
華
僑
に
依
捺
し
て
い
た
こ
と
と
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1928年省時の良友の株主(所属別)

期 午月 間数 町在都市、園名 呼栴

23 1928. 1 香港[27.5-41.10J(4月より慶州[28.4-37-12Jが迫力n) 分護行庭

31 1928.10 5 
l貴州、槽州 [28.10-36.7J、香港、シンガポール[お1O-11.10J、シカゴ

分夜行
[28.10-30.6J 

43 1930. 1 8 
贋川、桔州、干寄港、シンガポール、日本(神戸) [30.1-6J、シカゴ、カ

特約代理
ナず[30.1-6J、キューパ[30.1-6](2月より董湾[30.2-6Jが追加〕

49 1930. 8 4 贋州、拾州、香港、シンガポール
発行者(31年4月

より特約代理)

南京 [31.9-38.5J、慶州、 i山頭 [31.9-37 .11J、梧州、香 t巷、慶門

61 1931. 9 8 [31.9-38.5J、シンガポール、ニューヨーク [31.9-36.9J(後、北平 特約itJ早
[31.11-35.12， 36.8-38.5J、漢口 [31.11-38.6J、重慶追加[33.3-38.6)

122 1936.11 10 
F行 ).J~ 、鹿川、漢口、庭門、北半、重慶、成都 [36.8-38.6J 、仙頭、香港

特約経信
シンガポール

136 1938. 4 。香港に 時避難(6月上海復蹄)

138 1938. 6 6 漢口、主慶、成都、康ナ['1、持i柱、シンガボール 特約経告

139 1939. 2 2 呑i荘、シンガポール 特約経儒

172 1945.10 。(上海以外の記栽なし)

表⑦

史料来源 『良友』各期の奥付。分譲行、特約代理など、時期によって呼橋が異なる。特約経信ゴ

シック慨は新たに登場した席。地名の後の年競は、病名が掲載された期間。

関
連
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
『
良
友
」
に
と
っ
て
海
外
販
路
は
そ
の

後
も
重
要
な
音

一
九
三
四
年
の
百
期
記
念
特
刊

の
段
階
で
は
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
は
も
と
よ
り
、
南
北
ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
一
部
に
到
る
ま
で
、

「
良
友
」

の

販
責
先
各
園
が
記
さ
れ
た
世
界
地
園
が
掲
載
さ
れ
、
「
『
良
友
」
の

誼
者
は
天
下
に
遍
し
」
と
豪
語
さ
れ
た
。

圏
内
市
場
へ
の
シ
フ
ト

通
じ
て
、

「
良
友
』

の
特
約
代
理
屈
の
分
布
の
考
察
を

の
販
路
と
し
て
海
外
市
場
が
重
視
さ
れ
て
い
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こ
こ
ま
で
、
初
期
『
良
友
」

た
こ
と
を
示
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
そ
の
後
も
残
り
績
け

一
定
の
繁
化
が
見
ら

る
が
、

一
方
で
、

一
九
一
一
一
一
年
こ
ろ
か
ら
、

れ
る
。
三

0
年
代
の
『
良
友
』
は
圏
内
市
場
を
大
き
く
重
嗣
す
る

よ
う
に
な
る
の
だ
。
以
下
で
は
、
こ
う
し
た
圏
内
向
け
の
縛
換
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

表
⑦
に
見
え
る
よ
う
に
、

一
九
三

O
年
二
月
(
第
四
四
期
)
以

降
、
「
良
友
」

の
特
約
代
理
屈
は
慶
州
、
梧
州
、
香
港
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
神
戸
、
シ
カ
ゴ
、

カ
ナ
ダ
、
キ
ュ
ー
バ
、
蓋
湾
の
九
箇



所
に
接
大
す
る
が
、
わ
ず
か
半
年
後
、
新
た
に
擦
大
し
た
一
神
戸
な
ど
海
外
五
庖
の
名
前
が
消
え
、
慶
州
な
ど
四
屈
を
建
す
の
み
に
な
る
。

こ
の
間
の
事
情
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
米
固
に
闘
し
て
は
、
『
良
友
」
第
四
七
期
(
一
九
三
O
年
五
月
)
に
「
美
洲
各
僑
胞
各
商
庖
」
宛

て
の
公
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
従
来
は
米
園
方
面
の
販
責
は
、
中
華
丈
化
宣
停
一
吐
が
総
代
理
と
し
て
販
責
業
務
を
一
括
庭

理
し
て
い
た
が
、
韓
迭
な
ど
の
コ
ス
ト
を
省
く
た
め
、
同
社
と
の
契
約
満
期
を
契
機
に
、

望
す
る
者
が
良
友
公
司
と
直
接
連
絡
を
取
る
よ
う
に
改
め
た
と
い
う
。

一
九
三

O
年
九
月
一
日
以
降
、
『
良
友
』
販
買
を
希

良
友
公
司
の
側
の
海
外
販
貰
方
法
に
技
術
的
な
嬰
更
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
海
外
の
特
約
代
理
由
の
激
減
は
、
そ
の
ま
ま
海
外
市
場
の
縮

(
H
U
)
 

小
を
意
味
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
『
良
友
』
の
販
責
網
が
個
人
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
超
え
た
由
民
が
り
を
見
せ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
い
う
風
に
も
取
れ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
海
外
に
お
け
る
特
約
代
理
屈
が
泊
え
た
こ
と
に
呼
躍
す
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
園
内
に
お
け
る
特
約
代
理
屈
・
支

『
良
友
」
第
五
八
期
(
一
九
一
三
年
六
月
)
で
は
、

チ
ェ
ー
ン
庖
形
式
〔
「
連
環
商
庖
制
」
〕
を
採
用
し
、
新
た
に
出
頭
、
慶
門
、
漢
口
、
南
京
、
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庖
が
増
加
す
る
こ
と
が
目
を
引
く
。

済
南
、
天
津
、
北
千
(
現
北
京
)
、
溶
陽
の
園
内
八
都
市
に
支
庖
を
設
け
る
計
書
?
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
賓
際
、
同
年
九
月
以
降
は
こ
の
う
ち
油

頭
、
慶
門
、
南
京
の
特
約
代
理
屈
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
て

は
重
慶
が
こ
れ
に
加
わ
る
(
表
(
日
。

一
O
月
に
は
、
北
千
、
漢
口
、
三
三
年
三
月
に

一
九
二

0
年
代
後
半
の
初
期
『
良
友
』
が
多
分
に
海
外
市
場
に
依
存
し
て
い
た
の
に
比
し
て
、
こ
こ
に
は
明
白
に
園
内
市
場
の
重
覗
が
窺
え

る
。
加
え
て
、

一
九
三

O
年
以
前
に
は
麿
東
語
圏
(
麿
州
、
梧
州
)
に
限
定
さ
れ
て
い
た
圏
内
の
特
約
代
理
屈
が
、
華
中
内
陸
部
や
北
方
に
ま

で
麿
が
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
重
黙
の
壁
化
は
経
昔
面
に
お
い
て
も
表
れ
て
お
り
、
先
に
奉
げ
た
良
友
公
司
の
董
事
・
監
察
の
居
住
地
を
見
る
に
(
表
②
)
、

一
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八
年
に
は
、
九
人
の
う
ち
、
四
人
が
香
港
、

一
人
が
在
米
で
あ
っ
た
の
に
封
し
、
三
六
年
六
月
の
時
酷
で
は
一

O
人
中
香
港
在
住
は
二
人
で
、
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こ
れ
以
外
に
海
外
は
な
く
、
康
州
、
南
京
な
ど
上
海
以
外
の
圏
内
都
市
の
在
住
者
の
割
合
も
増
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
管
面
で
の
海
外
か
ら
圏
内
へ
と
い
う
シ
フ
ト
は
、
寓
異
中
心
の
書
一
報
と
い
う
形
式
の
圏
内
に
お
け
る
受
容
と
呼
磨
し
て
い
た
。

編
集
者
馬
固
売
の
『
良
友
」
第
一
百
期
紀
念
特
披
(
一
九
三
四
年
)
で
の
回
顧
を
引
用
し
よ
う
。

昔
は
書
一
報
は
盲
目
的
に
暇
潰
し
の
品
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、

し
か
し
こ
う
し
た
観
念
は
段
々
と
是
正
さ
れ
て
き
た
。
良
友
書
一
報
を
首
初

熱
狂
的
に
受
け
入
れ
た
の
は
、
偏
見
が
全
く
な
い
海
外
同
胞
た
ち
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
圏
内
の
一
般
の
人
々
も
書
一
報
と
い
う
も
の
の
債
値

を
認
識
し
始
め
た
こ
と
は
、
近
年
来
本
誌
の
園
内
販
責
部
教
が
激
増
し
た
こ
と
や
、
他
の
新
興
書
一
報
の
出
現
な
ど
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ

(
必
)

る。

新
丈
墜
と
の
つ
な
が
り

市
場
の
嬰
化
は
、
『
良
友
」
の
内
容
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

華
僑
閲
係
の
記
事
、
特
に
各
地
の
華
僑
圏
瞳
や
華
僑
の
著
名
人
の
寓
異
が
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
初
期
の

「
良
友
』
の
特
色
の
一
つ
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だ
が
、
三

0
年
代
に
入
る
と
、
こ
れ
は
ば
っ
た
り
と
姿
を
消
す
。

文
章
を
寄
稿
す
る
作
家
た
ち
に
も
愛
化
が
見
ら
れ
た
。
「
良
友
』

の
創
刊
首
初
、
連
載
小
説
を
書
い
て
い
た
の
は
、
雇
夢
殊
、
劉
恨
吾

(
政
)
ら
庚
東
出
身
の
作
家
で
、
彼
ら
の
作
風
は
鴛
驚
胡
蝶
振
に
近
か
っ
た
(
彼
ら
は
、
『
銀
星
」
な
ど
良
友
公
司
の
刊
行
し
て
い
た
他
の
雑
誌
の
編
集

者
で
も
あ
っ
た
)
。
唐
東
出
身
で
は
な
い
が
、
二
代
編
集
者
の
周
痩
鵠
も
ま
た
、
鴛
驚
胡
蝶
抵
の
雑
誌
『
曜
拝
六
』

(川せ

て
い
る
。

の
中
心
人
物
と
し
て
知
ら
れ

『
良
友
』
が
三

0
年
代
、
北
方
や
内
陸
に
市
場
を
底
、
げ
て
い
く
に
従
い
、
寄
稿
す
る
作
家
た
ち
も
、
一
蹟
東
系
に
限
ら
な
い
幅
唐
い
作
家
が
文

章
を
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
る
。
魯
迅
を
始
め
と
し
て
、
茅
盾
、
郁
達
夫
、
老
合
ら
、
新
丈
島
T

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
名
だ
た
る
作
家
が

『
良
友
」
に
寄
稿
し
て
い
る
。



丈
島
T

史
上
、

一
九
三

0
年
代
の
良
友
公
司
は
、
雑
誌
『
良
友
」
以
外
に
様
々
な
丈
島
ア
作
品
の
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ

れ
に
は
、
丈
禁
書
籍
出
版
を
捨
争
回
し
て
い
た
超
家
壁
の
貢
献
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。
超
は
江
蘇
省
松
江
牒
(
現
し
上
海
市
松
江
匝
)
の
人
で
、
良
友

公
司
の
一
幣
史
上
数
少
な
い
、
康
東
系
以
外
で
起
用
さ
れ
た
編
集
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
光
華
大
挙
附
属
中
島
子
在
挙
中
の
一
九
二
八
年
に
「
光
華
年

刊
』
の
編
集
を
任
さ
れ
、
良
友
公
司
に
出
版
を
依
頼
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ス
タ
ッ
フ
と
知
り
合
っ
た
。
そ
の
後
、
光
華
大
随
一
千
英
園
丈
島
ア
系

で
徐
志
摩
に
向
学
び
つ
つ
、
在
的
学
中
か
ら
良
友
公
司
の
筆
生
向
け
出
版
物
『
中
国
間
学
生
」
の
編
集
を
任
さ
れ
、
大
向
学
卒
業
後
に
正
式
に
ス
タ
ッ
フ

(
羽
)

と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

超
は
日
本
の
丈
島
ナ
全
集
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
三
三
年
以
降
、
『
良
友
丈
皐
叢
書
」
、
『
良
友
文
庫
』
な
ど
の
文
皐
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
、
『
中
園

新
丈
準
大
系
』
全
十
巻
(
一
九
三
五
l
三
六
年
)
の
刊
行
に
結
賓
さ
せ
た
。
リ
デ
ィ
ア
・

H
・
リ
ウ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

ナ
ν
ヨ

ナ

ル

キ

ヤ

ノ

ン

編
纂
は
、
世
界
丈
的
晶
子
の
中
に
位
置
づ
い
た
中
園
の
固
民
的
文
撃
を
確
立
す
る
べ
く
、
五
回
以
降
の
新
丈
撃
を
聖
典
化
し
た
も
の
と
し
て
位
置
づ

(
必
)

け
ら
れ
る
。

『
中
国
新
丈
準
大
系
」
の

民
国
時
期
の
上
海
は
、
出
身
地
ご
と
に
分
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
し
て
成
立
し
た
「
移
民
都
市
」
と
し
て
護
展
し
て
い
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:
f
、

手
人
A
H
N

一
九
三

0
年
代
前
宇
に
は
、
満
洲
事
問
問
先
以
後
の
圃
家
的
危
機
状
況
の
中
で
、
こ
れ
を
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
親
和
的
な
「
上
海
人
」

(
ザ
)

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
下
に
凝
集
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
た
。
『
良
友
」
が
庚
東
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
超
え
て
圏
内
市
場
に

浸
透
し
て
い
く
過
程
は
、
こ
う
し
た
動
き
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
っ
た
。
『
良
友
』

の
販
貰
が
虞
東
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
超
え
、
唐
く
園
内
市
場

に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
と
同
じ
頃
、
良
友
公
司
は
新
丈
島
ナ
、
と
り
わ
け
左
翼
系
の
作
家
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
っ
た
。

第
四
八
期
(
一
九
三
O
年
六
月
)
の
梁
得
所
に
よ
る
「
編
後
話
」
は
、
讃
者
か
ら
の
批
判
と
し
て
、
『
良
友
』

で
は
貧
民
の
生
活
を
多
く
載
せ

る
な
ど
の
園
内
枇
舎
の
異
賓
を
惇
え
る
努
力
を
怠
っ
て
お
り
、
華
や
か
な
題
材
ば
か
り
で
貴
族
化
し
て
い
る
、
と
の
批
判
を
紹
介
し
て
い
る
。

し
か
し
、
梁
は
一
方
で
、
海
外
華
僑
謹
者
か
ら
の
意
見
と
し
て
、
『
良
友
』

の
讃
者
に
は
少
な
か
ら
ぬ
外
園
人
が
い
て
、
平
素
か
ら
華
人
を
軽

49 

覗
す
る
先
入
観
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
外
国
に
い
る
華
僑
の
名
春
の
た
め
に
も
我
が
圃
の
新
し
い
事
物
を
宣
惇
す
る
寓
巽
を
載
せ
る
べ
き
だ
、
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と
い
う
意
見
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
に
封
す
る
梁
の
回
答
は
折
衷
的
な
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
、
『
良
友
』

の
謹
者
と
し
て
、
圏
内
の
枇
合
問

題
を
追
及
し
た
い
左
翼
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
周
園
の
他
国
人
に
母
国
の
近
代
的
な
姿
を
見
せ
た
い
海
外
の
華
僑
と
い
う
、
二
つ
の
分
岐
が

す
で
に
生
じ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

本
節
で
は
、
良
友
の
取
扱
白
、
販
責
代
理
屈
の
分
布
を
元
に
、
良
友
の
販
責
網
の
繁
遷
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
首
初
の
海
外
中
心
か
ら
、
三

0
年
代
に
は
圏
内
重
親
へ
の
韓
換
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
中
園
圏
内
に
お
け
る
寓
員
雑
誌
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
受
容
に
釘
摩
し
て
い
た
が
、

そ
れ
は
同
時
に
、
左
翼
系
の
新
丈
島
ア
作
家
と
の
関
係
強
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
が
良
友
公
司
の
運
航
宮
に
新
た
な
一
面
を
付
け

加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
四
節

一
九
二

O
l
三

0
年
代
の
文
化
産
業
の
動
向
と
の
同
時
代
性

こ
れ
ま
で
の
節
で
は
、
良
友
公
司
の
事
例
に
お
い
て
、
経
営
、
資
本
、
市
場
の
い
ず
れ
の
要
素
を
と
っ
て
も
、
背
後
に
香
港
を
媒
介
と
し
て

50 

海
外
に
ま
で
つ
な
が
る
慶
東
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
三

0
年
代
に
は
圏
内
市
場
向
け
の
シ
フ
ト
が
見
ら
れ
た
こ

と
を
示
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
『
良
友
」

の
展
開
は
昔
時
の
上
海
の
都
市
の
文
化
産
業
全
般
の
動
向
と
、
ど
の
よ
う
に
針
磨
し
て
い
た
の
か

を
考
察
し
て
み
た
い
。

雑
誌
護
行
と
い
う
賄
の
み
に
限
る
な
ら
、
『
良
友
』
と
贋
東
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
如
き
聞
係
は
特
異
な
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

九

二
0
年
代
後
字
以
降
中
国
の
大
都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
新
た
な
唐
が
り
を
見
せ
て
い
た
丈
化
産
業
の
中
に
、

一
定
の
同
時
代
性
を

見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

一
九
一

0
年
代
後
宇
以
降
、
上
海
で
は
百
貨
庖
〔
百
貨
公
司
〕
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
商
庖
が
登
場
し
、

や
が
て
急
速
に
成
長
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

一
九
一
七
年
に
南
京
路
に
閉
店
し
た
先
施
公
司
は
、
上
海
に
お
け
る
中
園
系
資
本
の
百
貨
庖
の
最
初
の
も
の
で
、
翌
一
八
年

聞
庖
の
永
安
公
司
と
勢
力
を
二
分
し
て
い
た
。
後
に
先
施
か
ら
分
か
れ
た
新
新
(
一
九
二
六
年
創
始
)
、
大
新
穴
九
三
六
年
創
始
)
と
合
わ
せ
、



四
大
公
司
と
稀
さ
れ
る
。
先
施
公
司
と
永
安
公
司
の
開
業
の
経
緯
は
概
ね
似
通
っ
て
い
る
。
そ
の
創
業
者
は
、

い
ず
れ
も
属
東
省
香
山
豚
(
現

中
山
市
、
孫
文
の
故
郷
)
に
出
自
を
持
ち
、

一
九
世
紀
末
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住
し
、
移
住
先
で
こ
の
新
し
い
商
業
形
態
に
つ
い
て
知
識
を

得
た
後
、

一
九

0
0年
代
に
香
港
で
百
貨
屈
を
開
業
し
、
そ
の
成
功
を
経
て
、

一
九
一

0
年
代
後
半
に
上
海
に
進
出
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
百
貨

庖
は
、
資
本
の
み
な
ら
ず
、
従
業
員
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
債
東
出
身
者
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

惇
統
的
な
商
屈
と
の
遠
い
は
、
様
々
な
輸
入
工
業
製
品
を
大
規
模
、

か
つ
総
合
的
に
販
責
し
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
昔
時
の
上
海
に

お
け
る
百
貨
庖
が
単
な
る
大
規
模
小
貰
匝
で
は
な
く
、

ホ
テ
ル
、
大
型
浴
場
、

レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
演
劇
場
な
ど
の
様
々
な
設

備
を
備
え
、
商
業
・
娯
楽
・
宿
泊
な
ど
の
機
能
を
粂
ね
た
総
合
施
設
と
し
て
、
昔
時
の
都
市
丈
化
を
牽
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が

(

川

叩

)

奉
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
高
層
建
築
に
よ
る
偉
容
、
ネ
オ
ン
、
シ
ョ

l
ウ
イ
ン
ド
ウ
と
い
っ
た
覗
質
的
な
救
果
を
備
え
て
い
た
。

第
一
節
で
、
良
友
公
司
護
足
の
際
に
上
海
先
施
公
司
徳
一
経
理
未
亡
人
か
ら
の
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
『
良
友
」
創
刊
の
直
前
の

一
九
二
六
年
一
月
、
上
海
先
施
公
司
の
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
劉
錫
基
ら
が
濁
立
し
、
新
新
公
司
を
創
設
し
て
い
る
が
、
「
良
友
』
創
刊
競
の
表
紙

(

川

町

)

の
裏
に
は
一
面
を
使
っ
た
新
新
公
司
の
麿
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
有
力
ス
ポ
ン
サ
ー
の
一
つ
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
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寓
員
印
刷
に
よ
っ
て
覗
畳
に
訴
え
る
書
一
報
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
先
駆
け
と
な
っ
た

「
良
友
」
の
起
源
が
、

デ
パ
ー
ト
経
管
者
と
閥
係
が
深
い

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
は
、

一
定
の
時
代
性
を
見
て
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

経
済
史
上
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
第
一
次
大
戦
が
戟
わ
れ
て
い
た
一
九
一

0
年
代
は
、
上
海
を
中
心
と
す
る
中
国
沿
海
部
で
は
、
中
国
人
資
本
に

よ
る
工
業
化
が
二
疋
の
進
展
を
み
た
時
代
と
さ
れ
る
。
百
貨
庖
の
繁
栄
や
映
書
玉
医
喜
一
木
の
護
展
は
、
都
市
部
に
お
い
て
一
定
の
購
買
力
を
持
つ
階

層
が
成
長
し
て
い
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

『
良
友
』
が
提
示
す
る
モ
ダ
ン
上
海
の
イ
メ
ー
ジ
を
享
受
す
る
層
と

重
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
産
業
の
護
展
は
、
外
国
資
本
封
民
族
資
本
と
い
う
こ
項
封
立
で
捉
え
き
れ
な
い
、
華
僑
資
本
と
い
う
中
間
的
な

要
因
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
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同
様
な
同
時
代
性
は
、
映
書
一
産
業
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
。

一
九
一

0
年
代
後
字
以
降
、
上
海
で
は
映
書
一
合
目
一
吐
設
立
が
相
次
い
で
お
り
、
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(
日
)

『
良
友
」
が
創
刊
し
た
二

0
年
代
半
ば
は
そ
の
ピ

1
ク
に
嘗
た
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
民
新
(
一
九
二
五
年
)
、
聯
華
ロ
九
三

O
年
)
、
南
方

(
一
九
三
二
年
)
は
虞
東
人
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
首
時
映
書
一
館
経
営
、
監
督
、
俳
優
な
ど
の
映
書
一
製
作
ス
タ
ッ
フ
に
お
い
て
も
贋

(
日
)

東
系
の
人
々
の
活
躍
が
目
立
っ
て
い
た
。

首
時
中
国
の
圃
産
映
書
一
の
重
要
な
販
路
の
一
つ
に
、
南
洋
(
東
南
ア
ジ
ア
)
の
華
僑
枇
舎
が
あ
っ
た
。
非
唐
束
資
本
の
天
一
公
司
(
創
立
者
部

酔
翁
(
会
八
九
六
1
一
九
七
五
)
は
寧
波
人
)
も
、

一
九
二
七
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
映
書
一
商
陳
畢
宗
と
共
同
で
天
一
青
年
影
片
公
司
を
設
立
す

る
な
ど
、
早
く
か
ら
南
洋
重
覗
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
天
一
青
年
影
片
公
司
自
瞳
は
成
功
せ
ず
、
三
年
後
に
解
散
し
て
い
る
が
、

九

O 

年
代
に
園
産
ト
ー
キ
ー
映
書
一
の
製
作
が
開
始
さ
れ
る
と
、
天
一
は
い
ち
早
く
債
東
語
〔
卑
語
〕
作
品
の
製
作
を
開
始
し
、
三
四
年
以
後
は
香
港

(
臼
)

に
撮
影
所
を
設
け
、
以
後
専
ら
由
民
束
語
ト
ー
キ
ー
を
撮
る
よ
う
に
な
る
。
中
国
国
産
映
書
一
が
そ
の
草
創
期
に
お
い
て
、
東
南
ア
ジ
ア
、
取
り
分

(
日
)

け
麿
東
語
の
世
界
の
市
場
と
深
い
闘
わ
り
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。

オ
デ
オ
ン

鷲
足
首
初
の
良
友
公
司
は
、
や
は
り
麿
東
系
資
本
の
映
書
石
田
奥
姐
安
影
戯
院
に
隣
接
し
て
お
り
、
映
童
館
の
前
に
人
が
集
ま
る
の
を
利
用
し

(
一
品
)

て
販
買
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
「
良
友
」
は
創
刊
以
来
映
書
一
関
連
の
記
事
を
重
視
し
て
お
り
、
良
友
公
司
で
は

52 

良

友
』
以
外
に
も
、
『
銀
星
」
、
『
新
銀
星
」
な
ど
の
映
書
一
雑
誌
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。
伍
聯
懐
も
訪
米
の
際
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
訪
れ
、
蓋
山
に

原
籍
を
持
つ
華
僑
の
女
優
黄
柳
霜
(
ア
ン
ナ
・
メ
イ
・
ウ
ォ
ン
)
を
取
材
し
て
い
る
。

『
良
友
』
を
用
い
た
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
良
友
」
と
い
う
雑
誌
の
表
象
面
に
お
け
る
特
徴
は
、
デ
パ
ー
ト
、

ホ
ア

lレ

ダ
ン

ス
ホ

l
ル
、
映
書
日
開
な
ど
の
一
連
の
寓
異
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
都
曾
的
な
、
近
代
性
を
表
す
一
連
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
誼
者
に
提
示
し

(
日
)

た
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
た
賄
に
つ
い
て
は
、
掲
載
の
封
象
で
も
あ
る
、
デ
パ
ー
ト
、
映
書
一
と
も
呼
鷹
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
泊
費
丈
化
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
と
な
る
書
一
報
、
百
貨
居
、
映
書
一
な
ど
の
諸
産
業
は
、

い
ず
れ
も
麿
東
系
華
僑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
登
場
す
る
も
の
で
あ
り
、
資
本
に
お
い
て
も
市
場
に
お
い
て
も
、
海
外
華
僑
の
世
界
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
拭
況
が
形

成
さ
れ
る
詳
細
な
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
康
東
系
の
華
僑
の
中
に
、
相
釘
的
に
多
額
の
資



本
投
下
と
新
技
術
の
導
入
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
新
し
い
丈
化
産
業
に
有
利
な
候
件
を
備
え
て
い
た
者
が
多
か
っ
た
こ
と
、
中
園
圏
内

市
場
と
海
外
華
僑
圏
の
資
本
・
市
場
を
結
ぶ
結
節
賄
と
し
て
、
香
港
よ
り
も
上
海
が
有
利
だ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
節
の
考
察
に
よ
り
、

一
九
二

0
1
三
0
年
代
の
上
海
の
丈
化
産
業
は
、
上
海
と
い
う
一
都
市
、
あ
る
い
は
中
国
圏
内
の

中
で
の
位
置
づ
け
に
止
ま
ら
な
い
、
香
港
や
海
外
華
僑
の
世
界
へ
の
債
が
り
の
中
で
捉
え
な
お
す
べ
き
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
示
す
こ

と
が
で
き
た
と
思
う
。

土」品

と

め

本
稿
で
は
、

モ
ダ
ン
上
海
を
象
徴
す
る
固
像
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る

「
良
友
」
書
一
報
に
つ
い
て
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
や
資

本
、
市
場
の
一
慣
が
り
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
を
め
ぐ
る
枇
合
経
済
的
な
闘
係
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
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ス
タ
ッ
フ
や
資
金
調
達
の
面
で
、
創
業
者
伍
聯
徳
の
出
身
地
蓋
山
や

母
校
嶺
南
の
つ
な
が
り
を
中
心
に
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
て
い
た
(
第
一
節
)
。
多
数
の
海
外
移
民
を
排
出
し
た
霊
山
、
華

「
良
友
」
の
出
版
元
で
あ
る
良
友
公
司
は
、
そ
の
護
足
時
に
お
い
て
、

僑
子
弟
が
多
く
向
学
ん
で
い
た
嶺
南
を
軸
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
伍
聯
徳
の
海
外
遊
歴
を
機
に
海
外
へ
と
蹟
大
し
、
股
束
の
中
に
香
港
在
住

者
や
在
米
華
僑
が
大
き
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
(
第
二
節
)
o

そ
の
後
『
良
友
』
販
買
が
軌
道
に
乗
る
と
、
そ
れ
に
封
醸
し
、
伍
の
個

人
的
な
努
力
を
超
え
た
範
園
で
販
路
は
蹟
大
し
て
い
く
。

一
方
で
園
内
市
場
の
成
長
に
伴
い
、

一
九
三

0
年
代
の

『
良
友
」
に
は
圏
内
重
嗣
へ

の
轄
換
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
同
時
に
、
左
翼
系
の
新
丈
皐
作
家
と
の
闘
係
強
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
良
友
公
司
に
新
た
な
一
面
を
附

け
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
(
第
三
節
)
。

覗
野
を
唐
げ
て
み
れ
ば
、
雨
大
戦
間
期
の
上
海
の
大
衆
文
化
面
に
お
け
る
近
代
性
を
象
徴
す
る
「
ア
パ
ー
ト
、
映
書
一
な
ど
の
諸
産
業
は
、

しミ

ず

れ
も
庚
東
系
華
僑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
登
場
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
良
友
」
書
一
報
の
登
場
も
そ
う
し
た
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
だ
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っ
た
。
こ
こ
に
、

一
九
二

0
1
三
0
年
代
の
上
海
の
丈
化
産
業
を
、
香
港
や
海
外
華
僑
の
世
界
へ
の
慶
が
り
の
中
で
再
定
位
す
る
と
い
う
課
題
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が
生
じ
て
く
る
(
第
四
節
)

0

レ
コ
ー
ド
の
存
在
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
移
民
の
音
楽
や
映
重
に
ま
つ
わ
る
瞳
験
を
掘
り
起
こ
し
た
細
川
周
平
は
、
本
固
と
「
同
じ
」
映
像
や
音
を
繰
り
返
す
映
書
一
や

(
同
)

日
系
入
社
舎
で
大
き
な
慣
値
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
『
良
友
』
や
映
量
産
業
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
中

圃
系
の
世
界
に
お
い
て
は
、
複
製
技
術
に
よ
る
文
化
産
業
は
し
ば
し
ば
華
僑
に
よ
っ
て
本
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
方
向
性
は
逆
に

な
る
が
、
複
製
技
術
を
用
い
た
メ
デ
ィ
ア
が
移
民
と
本
圃
を
結
ぶ
上
で
、
や
は
り
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
地
理
的
分
布
や
固
境
・
政

治
瞳
制
を
は
る
か
に
超
え
た
範
園
で
人
々
が
頻
繁
に
移
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
二

O
世
紀
以
降
の
世
界
で
、
移
民
と
出
身
固
の
文
化
活
動
の
相

閲
性
を
考
え
る
際
、
大
量
生
産
や
複
製
技
術
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
文
化
産
業
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
経
緯
を
考
え
る
こ
と
が
大
き
な
意
味

を
持
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

本
稿
の
最
初
の
問
題
設
定
に
あ
る
、

モ
ダ
ン
上
海
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
と
い
う
賠
に
戻
ろ
う
。

一
九
九

0
年
代
に
大
陸
の
映
童
に
お
い
て
モ
ダ

54 

ン
上
海
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る
に
先
立
ち
、
香
港
ニ
ュ

1
ウ
ェ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る
映
書
一
監
督
に
よ
る
一
連
の
作
品
に
よ
り
、
過
去
の
上
海
の

(
灯
)

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
強
調
は
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
奮
租
界
時
代
の
建
築

(
日
)

物
を
利
用
し
た
商
業
地
直
開
護
の
例
と
し
て
有
名
な
新
天
地
も
、
香
港
資
本
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ

1
(瑞
安
集
園
)
が
主
導
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

現
在
の
上
海
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
も
、
香
港
の
資
本
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。

こ
こ
に
は
、
奇
し
く
も
本
稿
で
考
察
し
た
一
九
二

O
l
三
0
年
代
の
状
況
に
良
く
似
た
方
向
性
が
見
ら
れ
る
が
、
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
丈

化
と
資
本
の
関
係
は
、
香
港
か
ら
上
海
へ
と
い
う
よ
う
な
一
方
向
的
な
も
の
で
は
な
い
。
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
前
後
、
多
数

の
資
本
家
や
丈
化
人
が
枇
舎
主
義
政
権
を
避
け
て
香
港
に
移
り
住
み
、
五

0
年
代
の
香
港
で
は
「
上
海
化
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
起
こ
っ
て
い

(
同
)

た
。
『
良
友
」
に
闘
し
で
も
、
香
港
に
居
を
移
し
た
伍
聯
徳
は
、
一
九
五
四
年
、
大
陸
か
ら
南
下
し
た
丈
化
人
を
編
集
に
迎
え
て
『
良
友
」
「
海

(
印
)

外
版
」
刊
行
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
香
港
の
戦
後
の
工
業
化
や
丈
化
産
業
の
護
展
を
説
明
す
る
唯
一
の
要
因
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、

そ
の
基
礎
を
作
っ
た
と
は
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。



香
港
と
上
海
と
い
う
こ
都
市
は
、
海
外
華
僑
圏
と
中
国
園
内
の
市
場
の
中
聞
に
位
置
し
つ
つ
、
国
際
環
境
や
中
園
園
内
政
治
の
動
向
に
陸
じ

て
資
本
や
人
の
移
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
と
す
る
な
ら
、
中
華
圏
の
、
近
代
大
衆
文
化
史
も
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
都
市
の
歴
史
を
軸
に
、
中
園

圏
内
と
華
僑
の
世
界
が
交
錯
す
る
も
の
と
し
て
描
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
作
業
も
そ
の
一
コ
マ
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
。
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註(
1
)

一
九
五

O
l
六
0
年
代
の
映
書
一
作
品
に
お
け
る
「
奮
上
海
」
に
釣

す
る
一
台
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
劉
文
兵
『
映
童
旦
の
な
か
の

上
海
|
|
表
象
と
し
て
の
都
市
・
女
性
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
|
|
』

(
慶
慮
義
塾
大
皐
出
版
舎
、
二

O
O
四
年
)
第
三
部
第
二
章
を
参
照
。

(
2
)

映
書
一
『
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
花
開
く
(
莱
菊
花
開
)
』
(
侯
詠
監
督
、
二

0
0
四
年
、
中
園
)
で
も
『
良
友
』
が
重
要
な
小
道
具
と
し
て
登
場

す
る
。

(
3
)
「

2
0戸

l

片
山
口
「

2
h
gお
も
む
N

言。れやさ

-
S
(
¥
~。
刊
号
、
話
一
阿
久
ぬ

去
さ

N
q
F
h
N
N
N
h
え

さ

高

言

。
~
J
N
P
P
L
N
h
v
ω

。l
N
h
U
4
u
v
(
(リ
臼
H
H
H
r
ロ
門
日
間

p

zgω

出
向
〈
同
三

d
E
2
5王、

P
2
P
5
3
)
は
そ
の
代
表
と
ニ
一
日

、えよ、っ。

(
4
)

許
敏
「
《
良
友
重
報
》
奥
二
三
十
年
代
的
上
海
剥
合
同
生
活
」
(
張
仲

種
主
編
『
中
岡
近
代
城
市
企
業
・
枇
舎
・
空
間
』
、
上
海
世
舎
科
向
学

院
出
版
祉
、
一
九
九
七
年
)
、
王
若
梅
「
《
良
友
書
一
報
》
一
誰
之
良
友

|
|
二
、
三
十
年
代
上
海
通
俗
文
化
研
究
|
|
」
(
香
港
中
文
大

島
干
・
修
士
論
文
、
二

O
O
二
年
)

0

(
5
)

首
初
は
モ
ノ
ク
ロ
、
あ
る
い
は
二
色
刷
り
だ
っ
た
が
、
第
一

O
期

(
一
九
二
六
年
一
一
月
)
以
降
、
三
色
版
カ
ラ
l
印
刷
、
第
四
五
期

(
一
九
三

O
年
三
月
)
以
降
従
来
の
網
目
凸
版
か
ら
窮
員
グ
ラ
ビ
ア

(
カ
ラ
l
)
に
愛
え
て
い
る
(
梁
得
所
「
編
者
講
話
」
(
「
良
友
』
四

五
期
、
一
九
三

O
年
三
月
、
二
頁
)
、
伍
聯
徳
「
良
友
一
百
期
之
回

顧
奥
前
謄
」
(
同
会

0
0
期
、
一
九
三
四
年
、
四
頁
)
)
。
カ
ラ
l
寓

異
グ
ラ
ビ
ア
白
煙
は
、
一
九
二
五
年
に
商
務
印
象
館
が
導
入
し
て
い

る
が
、
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ

((urEC官}百円〉

F
E
E
s
p
a
s
h
E認
さ

N
e
s
s
s
玄
ミ
ミ
Y
ミ
ひ
戸

lN

∞u
d
N
U
h
w
N
〈
山
口
口
白
戸
ぐ
2

d

目
。
可
見
出
P
N
C
C
A
Fヨ

]
U
N匂
)

0

(
6
)

一
一
一
一
期
(
一
九
二
七
年
三
月
)
よ
り
良
友
国
書
印
刷
有
限
公
司
。

(
7
)

鍾
栄
光
(
一
八
六
六
l
一
九
四
二
)
は
、
康
束
香
山
(
現
中
山

市
)
の
人
。
辛
亥
革
命
後
、
一
時
'
蹟
東
省
教
育
司
司
長
を
務
め
た
が
、

一
九
一
三
年
、
香
港
経
由
で
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

串
で
教
育
息
子
を
事
ん
だ
。
一
七
年
に
蹄
幽
し
た
後
、
嶺
南
学
校
副
監

督
(
二
七
年
、
嶺
南
大
向
学
校
長
)
o

園
民
政
府
関
係
の
数
育
部
門
の

役
職
な
ど
も
歴
任
し
て
い
る
(
徐
友
春
主
編
『
民
国
人
物
大
辞
典
』
、

河
北
人
民
出
版
壮
、
一
九
九
一
年
、
一
五
六
O
白()。

(
8
)

伍
聯
徳
『
良
友
・
回
憶
・
漫
談
』
(
香
港
、
良
友
書
一
報
祉
、
一
九

六
六
年
)
、
四
頁
。
嶺
南
向
学
校
は
、
一
八
八
八
年
、
ア
メ
リ
カ
長
老

教
舎
の
ア
ン
ド
リ
ュ

l
・
ハ
ッ
パ

l

(
〉
ロ
再
活
者
同
日
官
官
同
)
牧
師

が
巌
州
に
建
て
た
向
学
校
が
前
身
で
、
一
九

O
三
年
に
中
園
語
名
を

「
嶺
南
町
学
堂
」
と
定
め
た
。
民
図
以
後
、
大
亭
抽
出
科
と
な
り
、
一
九

一
八
年
、
嶺
南
大
事
と
改
名
。
一
九
二
七
年
に
は
中
国
人
が
逗
管
す
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る
「
私
立
嶺
南
大
皐
」
に
改
編
さ
れ
た
(
王
若
梅
前
掲
論
文
、
及
び

『
私
立
嶺
南
大
向
学
章
則
課
程
』
、
一
九
三
四
年
、
校
史
五
l
六
頁
)

0

(
9
)

伍
聯
徳
『
良
友
・
回
憶
・
漫
談
』
(
前
掲
)
、
五
頁
。

(
日
)
越
家
壁
「
《
良
友
重
報
》
二
十
年
的
炊
珂
歴
程
」
(
『
新
聞
研
究
資

料
』
線
三
七
輯
、
一
九
八
七
年
)

0

(
H
)

越
家
壁
「
《
良
友
董
報
》
二
十
年
的
炊
珂
歴
程
」
(
前
掲
)
、
馬
園

亮
『
良
友
懐
奮
|
|
一
家
主
旦
報
奥
一
個
時
代
|
|
」
(
吉
冨
北
、
正
中

書
局
、
二

O
O
二
年
)
、
二
二
頁
、
伍
聯
徳
『
良
友
・
回
憶
・
浸
談
』

(
前
掲
)
、
一
四
白
ハ
。

(
ロ
)
廊
富
灼
(
一
八
六
九
一
九
三
八
)
は
、
贋
東
省
裏
山
勝
人
。
一

八
八
一
年
、
父
の
命
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
文

阿
国
字
、
数
育
撃
の
修
士
競
を
獲
得
。
一
九
O
七
年
に
蹄
園
し
、
後
、
上

海
商
務
印
書
館
英
文
部
主
任
と
な
る
。
二
九
年
に
職
を
辞
し
て
か
ら

も
著
遁
活
動
を
行
っ
て
い
た
(
『
民
園
人
物
大
辞
典
』
二
ハ
一
八
頁
)

0

(
日
)
廊
富
灼
「
六
十
年
回
願
」
(
「
良
友
』
四
七
期
、
一
九
三

O
年
、
一

一
一
!
二
二
、
二
二
、
三
O
l
三
一
、
三
六
頁
)

0

(
比
)
李
白
重
は
康
束
省
新
寧
(
現
塞
山
)
の
人
。
日
本
の
束
E
商
業
皐

校
に
阻
学
び
、
辛
亥
革
命
前
に
は
興
中
舎
、
同
盟
舎
に
加
入
し
、
香
港

で
革
命
運
動
に
参
加
し
た
。
九
龍
で
光
漢
準
校
を
開
設
す
る
な
ど
、

教
育
界
で
も
活
動
、
民
園
成
立
後
は
商
業
活
動
に
従
事
し
た

(
陳
玉
堂
編
著
『
中
園
近
代
人
物
名
競
大
辞
典
」
、
漸
江
古
籍

出
版
祉
、
一
一
一

O
七
頁
、
『
香
港
華
人
名
人
史
略
」
五
三
頁

(
香
港
大
学
園
書
館
サ
イ
ト
内
「
孫
中
山
在
香
港
・
居
港
志
士
」

〈
吉
守

¥¥HE--HEMr=F¥凹
3
F
¥何
百
閉
じ
よ
り
重
引
)
o

李
白
重

の
父
李
短
堂
(
一
八
五
一

l
一
九
二
ヱ
ハ
)
は
、
一
八
歳
で
兄
と
と
も

に
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
て
財
産
を
蓄
え
、
担
問
園
後
、
香
港
、
慶
州
な

ど
で
、
…
債
東
銀
行
・
保
険
舎
枇
な
ど
を
中
心
に
様
々
な
事
業
を
管
み
、

上
海
の
新
新
公
司
の
創
設
に
も
関
わ
っ
た
。
(
前
掲
『
民
園
人
物
大

辞
典
』
三

O
七
頁
)
。
李
短
堂
も
良
友
公
司
の
股
東
の
一
人
で
(
一

九
二
八
年
八
月
の
時
黙
で
五
股
)
、
『
良
友
』
第
九
期
(
一
九
二
六
年

一
O
月
一
五
日
)
に
も
「
商
業
界
之
良
友
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る。

(
日
)
伍
聯
徳
『
良
友
・
凶
憶
・
漫
談
』
一
五
頁
。

(
凶
)
越
家
野
『
回
顧
奥
展
望
」
(
山
西
人
民
出
版
祉
、
一
九
八
六
年
)
、

七
1
八一員。

(
口
)
同
前
、
一
七
1

二
O
頁。

(
日
)
一
九
三
四
年
首
時
の
虞
東
出
身
上
海
滞
在
者
の
同
郷
合
同
(
出
聞
東
放

福
岡
郷
合
国
)
の
合
同
員
録
で
あ
る
「
一
債
東
旋
福
岡
郷
合
同
合
員
録
』
(
一

九
三
四
年
五
月
再
版
、
上
海
市
棺
案
館
。
戸
叶

ω
コ
「
債
束
政
福

岡
郷
合
同
通
訊
、
本
合
同
A

官
員
録
、
合
同
員
名
朋
」
所
収
)
を
見
た
限
り
、

本
稿
に
登
場
す
る
よ
う
な
良
友
公
司
の
閥
係
者
の
名
前
は
見
え
な
い
。

(
日
)
余
漢
生
「
良
友
十
年
以
来
」
(
『
良
友
」
一

O
O期
、
一
九
三
四
年
、

四
1
五
頁
)
、
伍
聯
徳
「
良
友
一
百
期
之
凶
顧
輿
前
臨
時
」
(
前
掲
)
0

(
初
)
伍
聯
徳
「
良
友
ム
百
期
之
回
顧
典
前
謄
」
(
同
前
)

0

(
幻
)
「
上
海
良
友
園
書
印
刷
有
限
公
司
第
二
次
擦
充
招
股
筒
章
」
(
『
良

友
』
一
一
一
一
一
期
、
一
九
二
八
年
一
一
月
、
二
l
三一員
)

0

(
忽
)
上
海
市
槍
案
舘

o
g
H
G
H⑦
「
良
友
国
書
股
扮
有
限
公
司
(
一

九
二
八
・
九
一
九
二
九
・
七
)
」

0

(
お
)
良
友
香
港
支
局
の
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
、
詳
細
は
ほ
と
ん
ど
明
ら

か
で
な
い
が
、
『
良
友
』
第
二
二
期
竺
九
二
七
年
一
二
月
)
に
、
合
同
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計
黄
保
文
、
経
理
李
偉
才
、
副
経
理
閲
瑞
亨
の
寓
員
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
(
一
五
頁
)
o

名
前
か
ら
推
測
す
る
に
、
黄
保
民
と
黄
保
文
は

近
親
者
か
。

(μ)
同
前
。

(
お
)
李
培
徳
「
一
九
世
紀
香
港
虞
東
商
人
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

(
飯
島
渉
編
『
華
僑
・
華
人
史
研
究
の
現
在
』
汲
古
書
院
、
一
九
九

九
年
)
。

(
お
)
伍
聯
徳
「
南
遜
記
」
(
『
良
友
』
一
一
一
一
期
、
一
九
二
七
年
三
月
、
二

六
l
二
八
一
良
)

0

(
幻
)
伍
聯
徳
「
放
途
逼
信
」
(
『
良
友
』
一
五
期
、
一
九
二
七
年
五
月
、

一
一
ム
ハ
百
月
)

(
お
)
伍
聯
徳
「
遊
美
婦
来
」
(
『
良
友
』
一
九
期
、
一
九
二
七
年
九
月
、

一一一一一
1
二
六
頁
)

0

(
m
U
)

上
海
市
槍
案
館

O
S
H
E⑦
(
前
掲
)

0

(
鈎
)
伍
聯
徳
「
遊
美
蹄
来
」
(
前
掲
)

0

(
社
)
馬
岡
亮
『
良
友
懐
奮
』
(
前
掲
)
、
一
二
三
頁
。

(
詑
)
『
良
友
』
三
一
一
期
(
一
九
二
八
年
二
月
)
。

(
お
)
余
渓
生
「
良
友
十
年
以
来
」
(
前
掲
)

0

(
社
)
都
市
名
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
た
(
同
一
都
市
に
複
数
の
代
理

庖
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
)

0

〔
圏
内
〕

①
北
方
一
北
京
、
天
津

②
長
江
下
流
一
上
海
、
員
如
、
江
湾
、
蘇
州
、
南
京
、
無
錫
、
常
熟
、

土
岡
通

③
長
江
中
上
流
一
長
沙
、
重
慶
、
成
都

④
東
南
地
域
二
蹟
州
、
備
山
、
中
山
、
山
一
頭
、
梧
州
、
南
寧
、
桂
林
、

環
州
海
口
、
度
門
、
鼓
浪
興

〔
圏
外
〕

⑤
英
領
一
香
港
(
二
七
年
五
月
の
香
港
良
友
公
司
支
出
設
立
以
後
は

こ
の
項
甘
か
ら
消
え
る
)
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ベ
ナ
ン
、
ク
ア
ラ
ル
ン
フ
l
ル
、
ム
ア
l
ル
、
マ
ラ
ァ
ヵ
、

イ
ポ
l
、
ク
ラ
ン
、
サ
ン
ダ
カ
ン
、
ヤ
ン
ゴ
ン
、
夕
、
ヴ
ォ
イ
(
土

瓦
)

⑤
オ
ラ
ン
ダ
領
一
パ
タ
ヴ
ィ
ァ
、
ス
ラ
パ
ャ
、
メ
タ
ン

⑦
そ
の
他
ア
ジ
ア
一
決
門
、
バ
ン
コ
ク
、
サ
イ
ゴ
ン
(
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
北
米
に
含
め
た
)

⑧
北
米
(
含
フ
ィ
リ
ピ
ン
)
一
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ホ
ノ
ル
ル
、
パ
ン

ク
l
パ
l
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
、
郎
度
埠
(
未
詳
)
、
シ
カ
ゴ
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

⑨
南
米
一
メ
キ
シ
コ
〈
メ
ヒ
カ
リ
〉
、
ベ
ル
l

〈
リ
マ
〉
、
チ
リ
(
都

市
名
な
し
)
、
キ
ュ
ー
バ
(
都
市
名
な
し
)

(
お
)
『
良
友
」
第
一
六
期
(
一
九
二
七
年
六
月
)
に
は
香
港
支
出
の
慶

告
(
九
一
良
)
が
あ
り
、
南
方
の
顧
客
の
利
便
の
た
め
、
香
港
大
道
中

三
九
競
に
支
出
を
設
け
、
良
友
公
司
の
各
種
出
版
物
や
健
育
用
品
、

世
界
名
主
や
映
書
一
の
特
刊
な
ど
を
販
責
す
る
、
と
あ
る
。
常
初
こ
の

支
庖
は
、
廊
基
理
髪
府
と
同
庖
舗
内
と
い
う
こ
と
で
、
零
細
な
規
模

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
次
の
第
一
七
期
(
同
年
七
月
)
に
は
、

香
港
で
の
販
責
部
数
が
五
千
部
に
達
し
、
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
大

這
中
七
O
競
に
移
縛
し
た
と
公
告
さ
れ
て
い
る
(
奥
付
)

0

「
良
友
』
第
二
二
期
(
一
九
二
七
年
二
一
月
)
に
は
、
香
港
良
友
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チ
ー
ム
と
嶺
南
大
皐
チ
ー
ム
の
サ
ッ
カ
ー
親
普
試
合
の
模
様
を
寓
し

た
寝
員
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
(
一
一
一
一
頁
)

0

(
お
)
一
九
二
九
年
八
月
、
首
時
の
『
良
友
」
編
集
長
梁
得
所
と
良
友
公

司
経
理
の
余
漢
生
が
日
本
を
訪
れ
、
神
戸
、
大
阪
、
宮
津
、
東
京
な

ど
の
地
を
訪
問
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
案
内
役
を
務
め
た
の
が
滞
日

華
僑
の
黄
式
匡
と
容
沿
垣
(
漁
一
同
)
だ
っ
た
。
前
者
は
骨
回
時
神
戸
の

華
僑
が
聞
い
た
同
文
学
校
の
幹
事
を
し
て
お
り
、
後
に
蹄
図
し
、
良

友
公
司
を
離
れ
た
梁
得
所
と
と
も
に
『
大
衆
』
書
一
報
を
創
刊
し
て
い

る。
後
者
(
容
)
は
、
二
九
年
の
梁
、
余
の
訪
日
を
契
機
に
良
友
公
司

と
関
係
を
持
ち
、
後
に
香
港
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
停
刊
に
到
る
ま
で

『
良
友
』
の
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
お
け
る
販
賓
の
線
代
理
人
を
務
め

た
。
容
は
ま
た
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
美
美
児
童
用
品
公
司
を

創
設
し
て
い
る
(
前
掲
馬
園
亮
『
良
友
懐
奮
』
、
六
O
l
六
三
頁
)

0

(
幻
)
馬
岡
亮
「
本
刊
百
期
一
一
百
」
(
「
良
友
』
一

O
O期
、
一
九
三
四
年
一

二
月
、
五
頁
)

0

(
お
)
例
え
ば
、
「
丘
一
庚
告
於
良
友
報
得
牧
奇
数
」
(
『
良
友
』
五
三
期
、

一
九
二
二
年
一
月
、
六
百
八
)
。
民
園
時
期
の
上
海
の
康
告
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
民
園
時
期
上
海
の
庚
告
と
メ
デ
ィ
ア
」
(
『
史
的
晶
子
雑
誌
」

二

四

一

、

二

O
O
五
年
)
を
参
照
。

(
ぬ
)
「
『
良
友
』
譲
者
遁
天
下
」
(
「
良
友
』
一

O
O期
、
一
九
三
四
年
一

一
一
月
、
一
八
[
一
九
頁
)
。

(
羽
)
『
良
友
』
四
七
期
(
一
九
三

O
年
五
月
)

0

(
但
)
こ
の
頃
、
世
界
恐
慌
に
起
因
す
る
金
の
封
銀
比
債
の
急
騰
に
よ
る

輸
入
原
材
料
の
高
騰
か
ら
雑
誌
の
値
上
げ
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
、
同

時
に
海
外
郵
送
費
の
倍
増
に
苦
し
み
、
四
九
期
以
降
値
上
げ
が
さ
れ

た
と
い
う
記
遮
も
あ
る
が
、
宇
買
れ
行
き
白
健
に
は
影
響
は
な
か
っ
た

と
い
う
(
梁
得
所
「
編
後
話
」
『
良
友
』
五
七
期
、
一
九
一
一
一
一
年
五

月
三

(
必
)
三
今
年
頃
に
は
溶
陽
方
面
で
の
責
れ
行
き
が
伸
び
て
い
た
の
で
、

洛
陽
に
も
支
一
吐
〔
八
刀
公
司
〕
を
出
そ
う
と
い
う
計
査
が
あ
っ
た
が
、

満
洲
事
愛
の
た
め
に
計
査
は
潰
え
た
と
い
う
(
余
漢
生
「
良
友
十
年

以
来
」
(
前
掲
)

)

0

(
必
)
馬
図
売
「
本
刊
百
期
一
百
」
(
前
掲
)

0

(
叫
)
周
は
、
香
港
先
施
公
司
の
紀
念
出
版
に
寄
稿
し
て
お
り
、
香
港
で

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
(
馬
陸
彪
編
『
先
施
公
司

二
十
五
週
紀
念
珊
』
、
一
九
二
四
年
頃
)
o

な
お
、
馬
凶
亮
の
凶
想
で

は
、
初
期
の
『
良
友
』
に
鴛
鳶
胡
蝶
振
の
作
品
が
多
か
っ
た
の
は
二

代
日
編
集
長
岡
痩
鴎
の
影
響
と
さ
れ
る
が
、
賓
際
に
は
こ
う
し
た
作

家
た
ち
の
寄
稿
は
周
の
起
用
よ
り
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。

(
日
制
)
馬
固
い
先
『
良
友
懐
蓮
田
」
(
前
掲
)
、
四
四
l
四
五
百
九
、
越
家
竪
『
回

顧
奥
展
望
』
(
前
掲
)
六
l
一四百九。

(
日
叩
)
「
川
、
岳
山
国
「

E

叫」ミま~shNh-A
句、
Q
S
R
-
ト刊号、
Q
S
R
」
『
む
き
さ
~

。N
h
N
E
W
色
町
、
ミ
NA
出
守
、
ミ
注
目
白
尽
に
語
。
hhrW4
ミ
守
・
〔
u
b
N
S
R
N
h
u

。-
O
N
勺
ω
u
v

(ω
窓
口
H
C
H〔
目
白
ロ
ト
〈
2
2
3
1
H
U
H⑦

ωω'ω
宮
口
同
C
H
(
円
(
リ
己
に
C

】

E
H
臼
同
句
。
印
)

の
の
}
足
立
2
∞

(
U
)

高
橋
俊
「
上
海
事
愛
を
め
ぐ
る
報
道
と
上
海
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

イ
の
形
成
|
|
上
海
に
お
け
る
世
曾
・
文
化
愛
容
を
マ
通
じ
て
|
|
」

(
『
東
方
向
晶
子
』
一

O
七
、
二

O
O
四
年
)

0

(
必
)
民
図
時
期
上
海
の
デ
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
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島
一
郎
「
近
代
上
海
に
お
け
る
デ
パ
ー
ト
業
の
展
開
」
(
「
同
志
祉
大

島
了
経
済
事
論
叢
』
四
七
一
、
一
九
九
五
年
)
、
菊
池
敏
夫
「
戦

時
上
海
の
百
貨
応
と
商
業
文
化
」
(
『
戦
時
上
海
|
|
一
九
三
七
1
四

五
年
|
|
』
、
研
文
出
版
、
二

O
O
五
年
)

0

(
羽
)
連
載
小
説
・
劉
恨
我
「
春
夢
徐
痕
(
一
)
」
に
も
、
主
人
公
が
、

新
新
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
思
わ
れ
る
新
し
い
デ
パ
ー
ト
の
開
庖
蹴
い

に
行
っ
て
き
た
と
語
る
場
面
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
脈
絡
と
関
係
な
く

登
場
す
る
(
『
良
友
』
一
期
、
一
九
二
六
年
二
月
)

0

(
印
)
一
九
二
三
年
に
繁
氏
偉
が
香
港
で
民
新
製
造
影
書
片
公
司
を
設
立

し
た
が
、
成
功
せ
ず
、
二
五
年
五
月
に
は
解
散
。
同
年
九
月
、
裂
が

上
海
で
上
海
民
新
影
片
公
司
と
し
て
再
附
設
し
た
。

(
日
)
李
培
徳
「
林
一
盃
八
反
禁
|
一
九
三

0
年
代
爽
縫
於
濯
港
電
影
」
(
香

港
電
影
資
料
館
編
『
卑
港
電
影
因
縁
』
、
香
港
電
影
資
料
館
、
二

O

O
五
年

a
)
、
同
「
論
一
九
二

O
至
ム
九
三

0
年
代
上
海
電
影
行
業

的
競
争
一
以
民
新
和
天
一
雨
家
電
影
公
司
翁
個
案
」
(
『
東
方
文
化
』

(
香
港
)
一
一
一
九
|
一
、
二

O
O
五
年
b
)
0

(
臼
)
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
李
培
徳
前
掲
論
文
(
二

0
0
7
1年

日
、
二

O
O
五
年
b
)
を
参
照
。

天
一
は
部
氏
の
兄
弟
に
よ
る
共
同
経
営
で
、
末
弟
の
郁
逸
夫
ら
の

活
躍
で
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
心
に
配
給
制
を
確
立
し

た
。
部
逸
夫
は
一
九
五
八
年
、
香
港
映
書
一
に
一
時
代
を
築
い
た
シ
ョ

ウ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
〔
部
氏
兄
弟
(
香
港
)
有
限
公
司
〕
を
設
立
し
て

い
る
(
鐘
賓
賢
『
香
港
影
覗
業
百
年
』
一
一
一
聯
書
席
(
香
港
)
、
二

O

O
四
年
、
一
九
七
1
二
O
一
頁
)

0

(
日
)
三

0
年
代
に
は
ト
ー
キ
ー
の
普
及
と
南
京
図
民
政
府
に
よ
る
園
語

電
影
推
進
政
策
に
よ
り
、
国
語
電
影
と
自
主
同
(
康
東
証
間
)
電
影
の
市

場
の
棲
み
分
け
が
進
ん
だ
と
い
う
解
稗
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

(
日
)
余
漢
生
前
掲
文
。

(

日

)

戸

oo'Ht
三
w官

官

吋

九

件

吋

。

(
日
)
細
川
周
平
『
シ
ネ
マ
屋
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
行
く
|
|
日
系
移
民
の
郷

愁
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
ー
』
(
新
潮
祉
、
一
九
九
九
年
)
、
一
一
一

一
、
(
一
二
二
頁
。

(
日
)
劉
文
兵
前
掲
主
尺
序
六
頁
、
「
o
p
H
E
P官
官
。

ω
ω
ω
ω
ω
匂

(
お
)
も
っ
と
も
、
新
天
地
の
開
設
に
お
け
る
戦
前
に
お
け
る
「
映
童
の

都
」
や
租
界
な
ど
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
利
用
し
た
イ
メ
ー
ジ
戟
略

に
つ
い
て
は
、

H
系
資
本

(
H建
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)
や
ア
メ
リ
カ
人

建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
議
案
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
う

(
神
山
育
美
「
現
代
中
園
に
お
け
る
照
史
的
環
境
の
開
後
利
用
|
|

上
海
「
新
天
地
」
を
事
例
に
|
|
」
、
『
現
代
中
園
」
八

O
、
二

0
0

六
年
)

0

(
印

)
F
o
p
-
-
u
H
p
w
官
官

ω
Nめ
lωωH

(
削
)
『
良
友
」
海
外
版
は
、
南
北
ア
メ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
華

僑
圏
を
市
場
と
し
て
い
た
よ
う
だ
が
(
「
本
刊
各
地
分
鈎
庭
一
覧
」

『
良
友
』
海
外
版
第
三
期
、
一
九
五
四
年
、
三
一
頁
)
、
上
海
時
代

を
踏
襲
し
た
や
り
方
で
は
讃
者
を
獲
得
で
き
な
く
な
り
、
伍
の
健
康

上
の
問
題
を
理
由
に
一
九
六
八
年
に
停
刊
し
た
(
王
若
梅
三
脈
殊

途
異
地
一
福
港
《
良
友
書
報
》
之
比
較
」
、
梁
元
生
・
王
宏
志
編

『
錐
又
龍
吐
艶
一
福
港
之
文
化
交
流
出
火
互
動
』
福
港
後
展
聯
合
研
究
所
、

香
港
中
文
大
串
香
港
直
太
研
究
所
、
二

O
O
五
年
)
0

そ
の
後
、
伍
聯
徳
の
子
伍
一
耐
強
(
一
九
二
九
l
二
O
O
六
)
が
一
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九
八
四
年
に
『
良
友
』
を
復
刊
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
向
け
の
雑
誌
に

韓
換
す
る
な
ど
し
た
が
、
あ
ま
り
成
功
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の

後
「
良
友
」
の
名
義
は
王
立
興
氏
の
率
い
る
良
友
園
際
援
展
公
司
に

責
却
さ
れ
、
良
友
雑
誌
枇
は
そ
の
一
部
門
と
な
っ
た
(
林
浦
理
氏
か

ら
の
間
取
り
)
o

筆
者
は
二

O
O
五
年
三
月
に
香
港
の
良
友
雑
誌
枇

を
訪
問
し
、
『
良
友
」
編
集
長
(
首
時
)
の
林
市
理
氏
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
す
る
機
舎
を
得
た
が
、
こ
の
時
、
良
友
雑
誌
枇
枇
長
の
伍
一
噛
強

氏
は
海
外
出
張
中
で
曾
う
こ
と
が
山
来
な
か
っ
た
。
伍
氏
は
そ
の
翌

年
の
二

O
O
六
年
五
月
二
七
日
に
脳
溢
血
で
他
界
さ
れ
、
聞
き
取
り

を
行
う
機
舎
は
、
水
遠
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

附
記
本
稿
は
、
二

O
O
二
年
秋
か
ら
榊
奈
川
大
亭
に
お
い
て
開
催
さ
れ

て
い
る
良
友
請
書
舎
の
討
論
の
成
果
と
、
参
加
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
提
供

さ
れ
た
様
々
な
情
報
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
感
謝
を
表
し
た
い
。
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negotiations between Arthur Tricou and Li, and France and China proceeded step

by step toward rupture and warfare.

THE PICTORIAL MAGAZINE LIANGYOU AND THE OVERSEAS

CHINESE NETWORK: THE HISTORY OF "SHANGHAI" POPULAR

CULTURE AS SEEN FROM ITS RELATIONSHIP WITH HONG KONG

AND THE OVERSEAS CHINESE SPHERE

MURAl Hiroshi

This article primarily considers the socio-economic background of the media

in the case of the pictorial magazine Liangyou r~RJ ,which is known to have

been replete with images representing modern Shanghai. Around its staff, capital,

and expanding market.

When Liangyou was launched, the publishing company, Liangyou Gongsi, was

under the strong influence of a network of people from Taishan, the hometown of

the founder, Wu Liande fEi ~~p 1~, and his alma mater, the Lingnan School ~ 1¥J .
The network centered on people from Taishan, Where many emigrants were pro

duced, and the many overseas Chinese who had studied at the Lingnan School

spread across the seas under the impetus of Wu Liande's travels abroad, and

those living in Hong Kong and overseas Chinese in the United States occupied a

prominent place among its stock holders. After sales of Liangyou stabilized, the

circulation expanded beyond the limits of Wu's personal efforts. In contrast, a shift

in the emphasis towards domestic matters began to be seen in the Liangyou of the

1930s, accompanying its expansion in the domestic market. This brought about a

strengthening of the relationship with leftist authors of the New Literature

movement and marked at the same time the beginning of a new page in the his

tory of the Liangyou Gongsi ~R~P] .

Expanding the perspective, one sees that the department stores, films and

other industries that symbolize the modernity in the popular culture of Shanghai

between the two world wars all first appeared within the context of the network

of overseas Chinese from Guangdong, and the appearance of the pictorial maga

zine Liangyou can be placed within this tread. Here is created the task of resituat

ing cultural production of Shanghai of the 1920s and 1930s within the sphere of

Hong Kong and overseas Chinese throughout the world.

This study can be situated as one portrait within a series of efforts to depict the
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history of Chinese modern popular culture centered on the two cities of Hong

Kong and Shanghai, where the worlds of the overseas and domestic Chinese were

complexly intertwined.

THE RELATIONSHIP OF THE SULTANS OF GOLKONDA AND

MARITIME TRADE AND PORTS: FOCUSING ON THE

REIGN OF SULTAN 'ABD ALLAH QUTB SHAH (1626-72)

WADA Ikuko

The Sultanate of Golkonda (the Qutb Shahls), 1518-1687, first extended its

rule over the coastal areas of Andhra during the latter half of the 16th century. It

has been recognized that ships, known as the "king's ships," sailed from their

base at the main port of Masulipatnam after their rule was solidified in this region

at the end of the 16th century. The destinations of the king's ships were the ports

of the Red Sea. These ships not only transported pilgrims but also played a role in

importing gold, silver and horses. We do not know that the sultans visit trading

ports during this period, but when incidents arose involving the trading ports and

trade, there were cases in which they intervened to settle the matter.

Thereafter there was a period of decline in the activities of the king's ships,

but when the sea route to the Persia Gulf came into use in the decade of the

1630s, the route began to be employed for pilgrimage of the royal family, and the

king's ships began to voyage to the Persian Gulf. It was during the rule of Sultan

'Abd Allah, when the first visit to Masulipatnam by the sultan of Golkonda was

made. He visited the trading port at the close of 1639, met with foreign and

domestic merchants and had the opportunity to witness its actual operation. It was

probably through this experience that the sultan's interest in trading ports and

trade was strengthened, and it is thought that this had great influence on later

voyages and trade activities.

It has been confIrmed that after about year 1650 the king's ships voyaged to

ward Southeast Asia, and their sphere of activities was extended to both the east

and western shores of the Indian Ocean. The sultans would fund the activities of

these ships, build up diplomatic and trade relations with the rulers of Southeast

Asian lands, and place their representatives in these ports. Although they were

rulers of territory within the interior, their direct and indirect involvement with

trading ports and trading activities can be seen in this fashion.
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